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中

世

歌

合

諸

本

の

研

究

(六

ノ

上

)

―

『歌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
』
校
本
―

佐々木孝
浩

はじめに

寛
喜
ニ
年
(
一
二
三
〇
)
七
月
頃
よ
り
勅
撰
集
の
企
画
が
あ
つ
た
こ
と
 

は
、
藤
原
定
家
の
日
記
『明
月
記
』
(同
月
五
•
六
日
条
)
に
よ
つ
て
明
 

ら
か
だ
が
、
そ
の
定
家
が
後
堀
河
天
皇
よ
り
勅
撰
集
撰
進
の
下
命
を
受
け
 

た
、
貞
永
元
年
(
ニ
ニ
ニ
ニ
)
六
月
十
三
日
を
以
て
、
勅
撰
和
歌
集
に
よ
 

る
和
歌
史
区
分
に
お
け
る
、
「新
勅
撰
集
時
代
」
の
幕
開
け
と
称
す
る
こ
 

と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

承
久
の
乱
以
前
か
ら
歌
壇
の
庇
護
者
で
あ
り
、
ま
た
新
し
い
勅
撰
集
の
 

実
質
的
な
立
案
者
で
も
あ
つ
た
九
条
道
家
は
、
早
速
翌
月
七
月
に
は
自
身
 

や
息
教
実
を
含
め
、
当
時
の
主
要
な
歌
人
二
十
二
人
を
集
え
て
、
十
題
百

十
番
か
ら
な
る
歌
合
(所

謂

「光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合
」
)
を
催
し
、
八
 

月
十
五
夜
に
も
、
や
は
り
か
な
り
重
複
し
た
二
十
ニ
名
に
よ
り
、
「
名
所
 

月
」
題
三
首
の
三
十
三
番
か
ら
な
る
歌
合
を
主
催
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
、 

定
家
に
撰
歌
材
料
を
提
供
す
る
こ

と

を

も
目
的
と
し
た
催
し
で
あ
っ
た
こ
 

と
は
疑
い
な
く
、
新
勅
撰
集
時
代
の
本
格
的
な
始

f

、
道
家
の
手
に
よ
っ
 

て
な
さ
れ
た
の
で
あ

る

。

こ
の
二
つ
の
歌
合
は
、
前
者
の
判
詞
を
主
対
象
と
し
た
論
文
が
あ
る
 

(鈴
木
儀
一
氏
「光
明
峯
寺
摂
政
家
歌
合
判
詞
考
」
『駒
沢
国
文
』
1
、
昭
 

34.

11)
程
度
で
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
も
の
だ
 

が
、
特
に
後
者
の
判
詞
は
比
較
的
詳
細
で
、
『和
歌
大
辞
典
』

で

も

「

晚 

年
の
定
家
の
歌
観
を
ぅ
か
が
ぅ
好
資
料
」
(細
谷
直
樹
氏
)
と
評
さ
れ
て
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お
り
、ま

た

『新
勅
撰
集
』
に
四
首
が
入

集
し
、後
の
四
代
の
勅
撰
集
に
 

も
八
首
も
撰
入
さ
れ
て
い
る
様
に
、
成
立
当
時
か
ら
の
評
価
も
低
く
な

か
つ 

た
も
の
と
思
わ
れ
、
名
所
歌
合
と
い
ぅ
形
式
の
特
異
さ
も
含
め
て
、
本
格
 

的
な
研
究
に
値
す
る
対
象
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
 

の

『歌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
』
に
つ
い
て
、
書
誌
学
的
事
項
を
中
 

、七
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
と
考
え
る
。

た
だ
し
紙
幅
の
関
係
に
ょ
り
、
概
要
の
確
認
や
、
系
統
分
類
の
考
証
、 

歌
合
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
等
の
、
具
体
的
な
考
察
は
本
誌
次
号
に
譲
 

り
、
本
号
で
は
、
次
号
で
の
考
察
の
前
提
と
し
て
、
調
査
し
え
た
現
存
伝
 

本
の
系
統
分
類
の
提
示
と
、
各
伝
本
の
書
誌
的
な
事
項
の
確
認
を
行
い
、 

併
せ
て
末
尾
に
校
本
を
附
し
た
。

I 

現
存
伝
本

『中
世
歌
合
伝
本
書
目
』
に
掲
載
の
本
歌
合
の
伝
本
は
、
写
本
が
二
十
 

ニ
本
、
版
本
が
歌
合
部
類
と
群
書
類
従
所
載
の
も
の
を
一
本
と
数
え
て
三
 

本
の
、
計
二
十
五
本
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
内
、
群
書
類
従
本
の
転
写
 

本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
『歌
合
類
纂
』 

所
収
本
(書
目
で
国
書
総
目
録
に
拠
る
と
さ
れ
る
東
大
本
は
、
こ
れ
を
指
 

す
も
の
と
考
え
る
)
と
、
版
本
歌
合
部
類
の
写
し
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、

久
松
国
男
氏
蔵
『歌
合
部
類
』
所
収
本
、
さ
ら
に
『歌
合
部
類
』
の
零
本
 

で
あ
る
高
城
功
夫
氏
蔵
版
本
の
三
本
を
除
き
、
新
た
に
確
認
で
き
た
、
慶
 

應
義
塾
図
書
館
蔵
本
と
篠
山
市
青
山
文
庫
蔵
本
を
加
え
た
、
二
十
四
本
を
 

考
察
の
対
象
と
し
た
い
。

こ
の
二
十
四
本
は
、
冒
頭
の
作
者
一
覧
や
末
尾
の
成
績
一
覧
の
有
無
な
 

ど
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
の
大
き
な
差
異
が
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
後
 

天
的
と
い
ぅ
か
、
流
布
の
過
程
で
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
文
 

自
体
に
は
、
異
本
と
称
し
ぅ
る
存
在
は
認
め
が
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、 

そ
の
本
文
の
細
か
な
異
同
は
か
な
り
の
数
に
上
る
の
で
あ
る
。

『新
編
国
歌
大
観
』
第
五
巻
で
、
本
歌
合
を
担
当
さ
れ
た
佐
藤
恒
雄
氏
 

は
、
調
査
さ
れ
た
十
数
本
を
一
系
と
し
て
、
本
文
細
部
の
特
徴
か
ら
ニ
類
 

に
分
け
て
お
ら
れ
る
。
本
稿
の
調
査
結
果
で
も
、
こ
の
二
分
は
妥
当
で
あ
 

る
と
認
め
ら
れ
た
が
、

一
覧
の
有
無
な
ど
の
特
徴
や
本
文
の
類
同
性
か
ら
 

も
、
両
類
共
に
更
な
る
下
位
分
類
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
種
を
分
 

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
同
種
の
内
で
の
細
か
な
本
文
異
同
は
少
な
く
な
い
の
 

だ
が
、

あ
ま
り細
か
な
分
類
も
無
意
味
に
な
る
の
で
、

こ
こ
ま
で
で留
め
 

た
。両

類
.
各
種
間
の
関
係
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
証
は
次
稿
に
譲
り
、
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以
下
の
書
誌
の
確
認
や
、
校
本
を
利
用
す
る
際
の
参
考
の
為
に
、
次
に
系
 

統
分
類
一
覧
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
は
抄
出
 

本
で
あ
る
の
で
、
別
掲
し
た
。
ま
た
、

一
字
下
げ
の
伝
本
は
、
直
前
の
伝
 

本
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
猶
、
校
本
に
お
い
て
、
新
編
 

大
観
本
と
は
異
な
る
類
に
属
す
る
伝
本
を
底
本
に
用
い
た
の
で
、
新
大
観
 

で
の
第
一
類
が
本
稿
で
は
第
n
類
と
な
つ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
 

き
た
い
。

第
I
類
 

第
一
種

前

田

育

徳

会

尊

経

閣

文

庫

蔵

二

三

.
五
六
)
本
 

明
治
大
学
中
央
図
書
館
蔵
(
ニ
〇

I  
. 

I

八
七
)
本
 

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
(

J

L

 
.
ニ
A
 
• 

|

〇
八
七
)
本

第
二
種

久
保
田
淳
氏
蔵
本
 

高
城
功
夫
氏
蔵
本

水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵
(
巳

|
三

.
〇
七
ニ
七
〇
)
本
 

高

山

郷

土
館
蔵
本
(和

歌

部

.
四
五
)

賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵
(
酉

•
三
四
七
)
本

山
口
県
立
図
書
館
蔵
(今

井

似
閑
本

I

ニ
九
)
本
 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
(
五
〇

I  
•
五
九
六
)
本
 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
(
五
〇

I  
.
五
九
七
)
本

第
n
類

第
一
種

東
海
大
学
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
(桃

.
三

I  
.
ニ
四
)
本

第
二
種

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
永
青
文
庫
蔵
(

I

〇
七

.
三

六

.
七
)
本
 

神

宮

文

庫

蔵

(
三

.

I

〇
五
六
)
本
 

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
(
六

I  
• I  H

ハ
)
本
 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鹰
司
本
(
ニ
六
六
.
三
四
九
)
本
 

島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵

(
I

三

八

•
七
七
)
本
 

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
(
ニ
〇

I  
. 

I

八
七
)
本

 

第
三
種

篠
山
市
青
山
文
庫
蔵
(
ニ
三
四
)
本

第
四
種

歌
合
部
類
所
収
本

群
書
類
従
卷
百
九
+

八
和
歌
部
五
+

三
哥
合
十
九
所
収
本
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第
五
種

祐
徳
稲
荷
寄
託
中
川
文
庫
蔵
(
六

.
ニ
—

ニ

•
ニ
五
〇
)
本
 

祐
徳
稲
荷
寄
託
中
川
文
庫
蔵
(
六

•
ニ
—

ニ

•
二
八
五
)
本

抄
出
本東

京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
(E
三

|  
. 

|

六
四
ニ
)
抄
出
本

続
い
て
、
以
下
に
こ
の
一
覧
の
順
に
各
伝
本
の
書
誌
を
記
し
、
次
号
で
 

考
察
す
る
本
文
に
関
す
る
事
柄
を
除
い
た
、
書
籍
と
し
て
の
特
徴
や
伝
来
 

等
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

前

田

育

徳

会

尊

経

閣

文

庫

蔵

本

二

三

.
五
六
)
本

〔江
戸
前
期
〕
写
 

一
帖
〔略

称

「尊
」
〕 

綴
葉
装
。
縹
色
艷
出
表
紙
(
ニ
五
•
四

X
一

八

•
四

樨)
。
左
肩
洗
朱
 

色
題
簽
(
一
七
.
六

X

三

•
三
糖
)
に

「歌
合
」
と
墨
書
(右
辺
や
下
部
 

に
擦
消
痕
あ
り
)
。
ま
た
そ
の
右
傍
に
や
や
新
し
い
紙
片
が
貼
付
さ
れ
 

「貞
永
元
年

\

八
月
十
五
夜
」
と
あ
る
。
内
題
は
「謌
合
貞
永
元
年
八
月
 

十
五
夜
」
。
料
紙
は
淡
香
色
の
鳥
の
子
紙
に
似
た
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付
一
八
 

丁

三

折

、
第
一
折
六
紙
‘
第
二
折
五
紙
、
外
側
一
枚
は
前
後
の
見
返
し

と
な
る
)
.
裏
始
り
。
遊
紙
は
前
後
各
一
丁
。
字
面
高
さ
約
ニ
〇

.
九
糖
。 

毎
半
葉
一
◦
行
、
歌
一
行
書
。
奥
書
識
語
な
し
。
印
記
は
「前
田
氏

\

尊
 

經
閣
\
圖
書
記
」
(前
遊
ォ
中
央
.
方
朱
)。

表
紙
右
下
に
小
紙
片
が
貼
付
さ
れ
「北
某
舊
\
藏
ノ
ー
」
と
あ
る
。
本
 

文
の
様
々
な
箇
所
に
薄
茶
色
の
不
審
紙
が
び
っ
し
り
と
貼
ら
れ
、
ま
た
そ
 

の
不
審
紙
が
貼
ら
れ
た
行
の
上
部
に
料
紙
か
ら
は
み
出
す
よ
ぅ
に
し
て
同
 

色
の
細
い
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
貼
付
箇
所
を
校
本
で
確
認
 

す
る
と
、
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
永
青
文
庫
 

本
を
始
め
と
す
る
n
類
に
属
す
る
諸
本
と
の
異
同
箇
所
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
 

い
る
。
異
文
の
書
入
れ
は
全
く
な
い
が
、
こ
の
不
審
紙
は
他
類
本
と
校
合
 

を
行
っ
た
痕
跡
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

明
治
大
学
中
央
図
書
館
蔵
(
ニ
〇

I  

•  

I

八
七
)
本

〔江
戸
前
中
期
〕
写
 

一
冊
〔略

称

「
明
」
〕

袋
綴
。
鳥
の
子
色
地
亀
甲
繫
文
金
補
表
紙
(二
三
•
五
X

一
七
.
五
糲
0 

中
央
や
や
右
寄
り
の
や
や
新
し
い
貼
紙
(
一
二
•
ニ
X
四

•
三
糖
)
に
 

「番
号
二
号
ノ
内
\
貞
永
元
年
八
月

\

十
五
夜
歌
合
」
(別
筆
)
と
あ
る
 

の
み
で
、
題
簽
剥
落
痕
な
ど
は
確
認
で
き
ず
。
見
返
し
は
金
小
切
箱
.
砂
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子
散
ら
し
の
布
目
鳥
の
子
紙
。
内
題
は
「歌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
料
 

紙
は
や
や
薄
手
の
斐
楮
交
漉
紙
に
雲
母
引
し
、
丁
替
り
で
、
金
泥
で
f

- 

鳥

.
遠
山
を
描
い
た
り
、
金
銀
の
砂
子
を
散
し
た
豪
華
な
も
の
。
墨
付
ニ
 

ニ
丁
 •
裏
始
り
。
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
約
一
九
•
四
*
。
毎
半
葉
一
〇
 

行
、
歌
ニ
行
書
。
奧
書
な
し
。
印
記
は
①

「明
治
大
\
學
圖
書

\

館
之
印
」 

(
一
才
中
央
上
部
•
大
方
朱
)
.
②
「明
大
図
書
館
」
(
ー
ゥ
右
下
•
長
方
 

朱
)
•
③
「明
大
」
(九
ゥ
喉
中
央
.
小
丸
朱
)、
他
に
明
治
二
十
七
年
ニ
 

月
四
日
受
入
れ
を
示
す
朱
印
あ
り
。
表
紙
に
「公
爵
毛
利
家
文
庫
」
の
蔵
 

書
標
あ
り
。

蔵
書
標
が
示
す
通
り
、
長
州
藩
毛
利
家
旧
蔵
本
。
同
家
旧
蔵
本
は
、
山
 

ロ
県
防
府
市
の
毛
利
博
物
館
に
収
め
ら
れ
る
他
、
明
治
大
学
附
属
図
書
館
 

に
約
六
千
九
百
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵

(
J
L
 
.
ニ
A
 . 

|

〇
八
七
)
本

〔室
町
初
期
〕
写
 

一
冊
〔略

称

「慶
匕

袋
綴
。
丸
錦
を
格
子
で
繫
い
だ
文
様
の
藍
色
緞
子
表
紙
(二
八
.
八
X
 

ニ
ー
•
六
糰
)。
外
題
は
な
い
。
見
返
し
は
金
切
箔
.
砂

子

•
野
毛
散
し
 

の
鳥
の
子
紙
。
内
題
は
「謌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
料
紙
は
斐
楮
交
漉

紙
で
全
丁
裏
打
ち
済
み
。
墨
付
ニ
一
丁
 •
表
始
り
。
遊
紙
な
し
。
字
面
高
 

さ
約
二
三
•
六
糖
。
毎
半
葉
一
〇
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
な
し
。
印
記
は
 

①

「赤
堤
居
」
(
一
才
右
下
•
長
方
朱
)
•
②
「慶
應
義
塾
大
學
圖
書
館
」 

(
①
の
右
.
長
方
朱
)。
古
い
杉
箱
入
り
。
蓋
中
央
に
「
一
一
條
家
為
重
卿
真

跡
極
札
有
」
と

墨

書

。

書
写
の
古
い
歌
書
の
袋
綴
本
と
し
て
注
目
で
き
る
一
本
で
あ
る
。
大
振
 

り
な
料
紙
に
能
筆
の
手
で
ゆ
っ
た
り
と
書
さ
れ
て
お
り
、
善
本
で
あ
る
こ
 

と
は
疑
い
も
な
い
が
、
惜
し
く
も
第
二
丁
目
を
欠
き
、
「
一
番
」
か
ら
ニ
 

番
右
作
者
迄
が
無
い
の
で
、
校
本
の
底
本
と
は
し
な
か
っ
た
。
箱
書
に
示
 

さ
れ
た
極
札
は
見
当
た
ら
ず
、
何
れ
の
古
筆
見
の
鑑
定
と
も
知
ら
れ
な
い
。

為
重
は
、
ニ
条
為
世
の
孫
で
為
冬
の
息
。
為
遠
頓
死
後
に
『新
後
拾
遺
 

集
』
の
撰
集
を
受
け
継
ぎ
、
至
徳
ニ
(元
中
二
)
年

(
一
三
八
五
)
に
六
 

十
一
歳
で
薨
じ
て
い
る
。
そ
の
真
跡
は
、
熱
田
本
和
歌
懐
紙
集
中
の
五
枚
 

他
の
懐
紙
や
、
数
枚
の
短
冊
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
『慕
 

帰
絵
詞
』
巻
八
の
詞
書
も
為
重
の
筆

と

識
語
に
見
え
て
い
る
の
だ
が
、 

『続
日
本
絵
巻
物
大
成
4
』
(中
央
公
論
社
、
昭

60)
で
神
崎
充
晴
氏
は
、 

こ
の
詞
書
の
筆
跡
を
懐
紙
と
比
較
し
て
ほ
ぼ
同
筆
と
判
定
し
て
お
ら
れ
る
。 

本
書
の
筆
跡
を
、
『慕
帰
絵
詞
』
詞
書
や
、
『珠
玉
の
書
短
冊
手
鑑
の
世
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界
J

(
M
0
A
美
術
館
、
平

14)
に
図
版
が
あ
る
、
『続
眺
望
集
』
に
模
刻
 

さ
れ
た
も
の
の
原
短
冊
と
比
較
し
て
み
た
が
、
全
く
の
別
筆
で
あ
っ
た
。 

伝
為
重
筆
の
名
物
切
と
し
て
は
、
新
古
今
集
を
書
写
し
た
「道
也
切
」
が
 

著
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
さ
ら
な
る
別
手
の
様
で
あ
る
。
そ
の
他
為
重
と
 

の
極
札
を
有
す
る
も
の
は
、
総
じ
て
丸
み
を
帯
び
た

ど
ち
らか
と
言
え
ば
 

ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
し
た
印
象
の
手
の
も
の
ば
か
り
だ
が
、
本
書
の
そ
れ
は
文
 

字
が
縦
長
で
、
鋭
さ
と
力
強
さ
の
備
わ
っ
た
筆
致
で
あ
り
、
何
故
に
本
書
 

が
為
重
筆
と
極
め
ら
れ
た
の
か
い
さ
さ
か
不
蕃
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
本
歌
合
の
伝
為
重
筆
本
と
い
ぅ
と
、
『
弘
文
莊
待
賈
古
書
目
 

16』
(昭

23.
 

7

)

の

「七
五
貞
永
元
年
名
所
月
歌
合
」
が
注
意
さ
れ
 

る
。
戦
後
の
こ
と
と
て
図
版
が
な
い
の
は
惜
し
ま
れ
る
が
、
伝
為
重
、 

「大
型
本
、
大
字
達
筆
」
、
そ
し
て
何
ょ
り
も
「可
惜
巻
首
一
葉
缺
」
等
と
 

解
説
に
あ
る
こ
と
等
の
共
通
性
に
ょ
り
、
こ
の
記
載
は
本
書
の
も
の
で
あ
 

る
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
ぅ
。
但
し
、
「
一
帖
」
•
「
一
首
一
行
書
」
と
あ
 

る
の
は
重
要
な
差
異
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
蔵
書
印
①

に
よ
り萩
谷
 

朴
氏
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
時
期
的
に
も
萩
谷
氏
が
弘
文
莊
か
ら
購
 

入
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
こ
こ
は
目
録
の
間
違
い
と
認
め
て
良
い
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

久
保
田
淳
氏
蔵
本

〔江
戸
前
中
期
〕
写
 

一
冊
〔略

称

「久
匕
 

袋
綴
。
丁
子
茶
色
表
紙
(
ニ
〇

•
五

X

一
七
•
〇
糰
)
。
左
肩
に
打
付
 

け

で

「貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
歌
合

\

題
名
所
月
三
首
」
(別
筆
力
) 

と
墨
書
。
内
題
は
「歌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
料
紙
は
や
や
薄
手
の
斐
 

格
交
漉
紙
。
墨
付
一
九
丁
.
表
始
り
。
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
約
一
六
• 

四
糰
。
毎
半
葉
 一
◦
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
.
印
記
な
し
。
小
口
書
「貞
 

永
元
八
月
歌
合
」
。

高
城
功
夫
氏
蔵
本

〔江
戸
中
期
〕
写
 

一
冊
〔略

称

「高
」
〕 

袋
綴
。
支
子
色
表
紙
(
ニ
〇

.
九
X

一
三
.
三
糲
)
。
中
央
の
上
部
を
 

紫
に
下
部
を
浅
葱
色
に
染
め
て
雲
紙
風
に
し
た
題
簽
ニ
六
•
四

><三
.  

六
糰
)
に

r貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
謌
合
巻
」
(同
筆
)
と
墨
書
。
内
題
 

は

「謌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
料
紙
は
薄
手
の
三
椏
紙
。
墨
付
三
ニ
丁
 

(裏
見
返
し
含
む
)
•
裏
始
り
。
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
約
一
五
.
四
糰
。 

毎
半
葉
六
〜
九
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
な
し
。
印

記

「
高
城

\

蔵
書
」 

ニ
ォ
右
下
.
方
朱
)。
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頁
に
よ
り
行
数
が
異
な
り
、
能
筆
が
闊
達
に
筆
を
走
ら
せ
た
よ
ぅ
な
書
 

写
で
あ
る
。

水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵
本
(
巳

I

三

.
〇
七
ニ
七
〇
)
本

〔江
戸
前
期
〕
写
力
 

一
帖
〔略

称

r

彰
」
〕 

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
に
よ
っ
て
本
文
の
確
認
 

を
し
た
。
写
真
に
よ
っ
て
判
明
す
る
書
誌
事
項
を
記
し
て
お
き
た
い
。

綴
葉
装
。
桝
形
本
。
雲
紙
表
紙
。
外
題
は
「歌

合

S

5e7cg

1

月
十
丑
夜
」 

(別
筆
)
と
左
肩
に
墨
書
。
内
題
は
「哥
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
墨
付
 

一
六
丁
 
(
一
一
折
、
第
一
折
六
紙
•
第
一
一
折
三
紙
、
外
側
一
枚
は
前
後
の
見
 

返
し
と
な

る

力

)

.

表
始
り
。
遊
紙
な
し
。
毎
半
葉
一
三
行
、
歌
ニ
行
書
。 

奥
書
識
語
な
し
。
印
記
は
「彰
考
館
」
(
一
才
右
下
.
瓢
型
)。

二
番
以
降
は
「番

•
左

•
右
」
の
文
字
を
「
丨
」
で
代
用
さ
せ
で
い
る
。 

ま
ま
あ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
現
在
ま
で
確
認
し
た
本
歌
合
諸
本
中
で
は
 

本
伝
本
の
み
。
第
一
折
の
中
央
に
綴
糸
の
束
が
見
え
る
の
は
や
や
不
審
。 

第
二
折
の
喉
元
辺
は
虫
損
が
や
や
激
し
い
の
で
、
綴
じ
直
し
て
現
状
の
よ
 

う
に
し
た
も
の
か
。

高

山

郷

土

館

蔵

(和

歌

部

.
四
五
)
本

〔江
戸
中
後
期
〕
写
力
 

一
冊
〔略

称

「高
」
〕 

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
に
よ
っ
て
本
文
の
確
認
 

を
し
た
。
写
真
に
よ

っ

て

判
明
す
る

範
囲
で
記
し
、
正
確
な
書
誌
は
追
っ
 

て

報
告
し
た
い
。

〔包
背

装
〕
。紙
表
紙
。
左
肩
に
「月
謌
合
」
(同
筆
力
)
と
打
付
け
書

き
。
内
題
は

r謌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
墨
付
一
七
丁
•
裏
始
り
。
毎

半
葉

一

〇
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
な
し
。
印

記

「香
木

\

園
印
」
(表
紙
 

左
下
)。

印
記
よ
り
、
飛

驊高
山
の
薬
種
商
で
本
居
宣
長
門
の
国
i

で
あ
っ
た
、 

田
中
大
秀
(弘
化
四
年
(
一
八
四
七
)
没

•
七
十
一
歳
)
の
旧
蔵
で
あ
る
 

と
判
る
。
裏
表
紙
に
『古
今
和
歌
集
』
『伊
勢
物
語
』
等
で
著
名
な
「き
 

み
や
こ
し
」

.
「か
き
く

ら

す

」

の
贈
答
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
 

は
反
故
を
転
用
し
た
も
の
か
。

賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵
(
酉

.
三
四
七
)
本

〔江
戸
前
中
期
〕
写
 

一
冊
〔略

称

「
三
」
〕 

袋
綴
。
水
色
表
紙
(
一
一
一
一
•
〇
x

一
六
•
九
糰
)。
左
肩
の
鳥
の
子
紙
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題

簽

(
一
七
.
〇
x
ニ

.
九
龌
)
に

「◦
恋
十
五
首
歌
合
」
(「〇
」
は
青
 

色
、
薄
墨
で
見
消
ち
)
と
あ
り
、
左
傍
の
余
白
に
「歌
合
貞
永
元
年
八
月
十
 

五
夜
」
と
や
や
小
字
の
薄
青
墨
で
書
き
入
れ
る
(共
に
同
筆
)。
内
題
は
①
 

「戀
十
五
首
歌
合
建
仁

一一年
九
月
十
一
—夜
水
無
瀬
」
(「水
無
瀬
」
異
筆
の
薄
墨
)、 

②

「謌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
見
返
し
の
右
肩
(貼
ら
れ
た
表
側
の
左
 

肩
)
に
、
本
文
同
筆
で
「恋
十
五
首
歌
合
」
と
あ
る
の
が
透
け
て
見
え
る
。 

料
紙
は
や
や
薄
手
の
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付
①
四
ニ
、
②

一
九
(裏
見
返
し
 

含
む
)
の
計
六
一
丁
 

(
©
0

共
に
表
始
り
)。
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
①
 

約
一
八
.
〇
、
②
約
一
八
•
九

犍。
毎

半

葉

ニ

行

(
②
十
五
番
判
詞
の
 

丁
ょ
り
一
〇
行
)、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
な
し
。
裏
見
返
し
裏
の
剥
が
れ
た
 

糊
代
部
分
に
「
一
易
十
二
六
十
一
」
と
あ
り
(「
六
十

一
」

は
墨
付
 

け
丁
数
か
)。
印
記
は
「今
井

\

似
閑
」
(
一
才
右
下
.
方
朱
)
•
「上
鴨
奉
 

納
」
(前
印
上
.
瓢
型
朱
)
•
「賀
茂
三
手
文
庫
」
(
一
才
右
上
•
長
方
朱
• 

陰
刻
)。

©
0

は
筆
を
替
え
た
同
筆
で
あ
ろ
う
。
や
や
速
筆
の
印
象
が
あ
る
。
表
 

紙
右
肩
と
背
上
部
に
「十
三
」
と
墨
書
あ
り
。
裏
見
返
し
(
¥
最
終
丁
) 

は
紙
が
二
重
に
な
つ
て
い
る
が
、
中
の
一
枚
は
本
来
裏
見
返
し
と
な
る
は
 

ず
の
も
の
で
あ
っ
た
か
。
京
の
国
学
者
今
井
似
閑
(享
保
八
年
(
一
七
ニ

三
)
没

.
六
七
歳
)
が
死
の
ニ
か
月
前
に
奉
納
し
た
写
本
群
の
内
の
一
本
。 

次
の
山
口
県
立
図
書
館
蔵
本
の
親
本
。

山
口
県
立
図
書
館
蔵
(今
井
似
閑
本

I

ニ
九
)
本

〔江
戸
中
期
〕
写
 

i

〔略

称

「山
」
〕 

袋
綴
。
茶
色
表
紙
(
ニ
五
•
七

x

一
九
•
七
糰
)。
左
肩
の
題
簽
(
一 

六

•
八
X
三

.
四
糖
)
に

「恋
十
五
首
哥
合
」
(別
筆
力
)
と
あ
る
。
内

題
は
①

「
戀
十
五
首
歌
合
建
仁
ニ
年
九
月
十
三
夜
水
無
瀬
」
、
②

「
謌
合
貞
永
元
 

年
八
月
干
五
夜
」
。
料
紙
は
薄
手
の
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付
①
四
七
、
②

ニ
〇

の
 

計
六
七
丁
 
(
©
©
は
共
に
表
始
り
)。
遊
紙
各
 一
丁
。
字
面
高
さ
①
約
ニ
 

〇

.
五
、
②
約
ニ
〇

•
六

犍。
毎
半
葉
一
〇
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
な
し
。 

底
本
と
の
校
合
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
朱
訂
あ
り
。
印
記
は
「明
倫

\

館
印
」 

(篆
書
.
一
才
右
上
•
方
朱
)
.
「辜
水
三
改
」
(裏
遊
ゥ
左
上
•
分
銅
型
朱
)

•  

「安
政
七
改
」
(
一
才
•
長
方
二
重
枠
朱
)
.
「明
治
十
四
年
改
」
(
一
才
. 

長
方
朱
)。
表
紙
右
肩
に
「第
八
門
こ
六
(朱
)

\

辰
九
拾
武
(墨
)」
と
 

打
付
書
き
あ
り
。

藩
出
入
り
の
商
人
で
も
あ
っ
た
今
井
似
閑
の
蔵
書
を
、
長
州
藩
が
藩
校
 

明
倫
館
の
蔵
書
の
一
つ
の
柱
と
す
べ
く
写
さ
せ
た
写
本
群
中
の
一
冊
。
現
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在
同
図
書
館
に
は
二
百
九
部
四
百
二
十
六
冊
の
転
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
 

る
。宮

内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
(
五
〇

I  
.
五
九
六
)
本

〔江
戸
前
期
〕
写
 

一
冊
〔略

称

「
御
」
〕 

袋
装
。
鳥
の
子
色
地
水
色
花
七
宝
唐
草
に
蝶
蜻
蛉
文
雲
母
刷
表
紙
(
ニ

八

.
三
X
ニ
〇

•
八
糰
)。
左
肩
に
打
付
け
で
「歌
合
貞
永
元
年
A
月
十
五
夜
」 

と
墨
書
(別
筆
力
)。
内
題
は

r哥
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
料
紙
は
や
 

や
薄
手
で
艷
の
あ
る
上
質
な
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付
一
五
丁
•
表
始
ま
り
。 

遊
紙
は
前
後
各
 一
丁
。
字
面
高
さ
約
ニ
ニ
.
ニ
糖
。
毎
半
葉
一
〇
行
、
歌
 

一
行
書
。
奥
書
識
語
な
し
。
印
記
は
「圖
書

\

寮
印
」
(
一
才
右
上
.
方
 

朱
)。

三
十
番
右
歌
に
一
箇
所
異
本
注
記
あ
り
。
同
じ
く
書
陵
部
御
所
本
の
 

「五
〇

一
•
五
九
七
」
と
は
、
字
配
り
や
漢
字
仮
名
の
宛
て
方
.
字
母
等
 

に
至
る
ま
で
良
く
似
て
お
り
、
先
の
注
記
等
も
一
致
し
て
い
る
が
、
校
本
 

を

一
見
す
れ
ば
明
か
な
様
に
こ

ち

ら

が
親
本
で
あ

る

と

思
わ
れ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
御
所
本
(
五
〇

一
.
五
九
七
)
本

〔江
戸
中
期
〕
写
 

一
冊
〔略

称

「
書
匕
 

袋
装
。
鳥
の
子
色
地
に
茶
色
と
鼠
色
の
斜
格
子
刷
毛
引
表
紙
(
ニ
九

•  

三

X

ニ
ー
.
一
糖
)。
左
肩
に
打
付
け
で
「哥
合
貞
永
元
年
十
五
夜
」
と
朱
 

書

(別
筆
力
)。
内
題
は
「哥
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
料
紙
は
や
や
薄

手
の
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付

一

五
丁
•
表
始
ま
り
。
遊
紙
は
前
後
各
一
丁
。 

字
面
高
さ
約
二
三
•
〇
糰
。
毎
半
葉
一
〇
行
、
歌
一
行
書
。
奥
書
識
語
な
 

し
。
印
記
は
「圖
書

\

察
印
」
(
一
才
右
上
.
方
朱
)。

前
記
し
た
御
所
本
「
五
◦

一
.
五
九
六
」
本
の
転
写
本
で
あ
ろ
ぅ
。

東
海
大
学
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
(桃

•
三

I  
.
ニ
四
)
本

〔鎌
食
末
南
北
朝
〕
写
 

一
帖
〔略

称

「
桃
」
〕 

綴
葉
装
。
後
補
瓶
靦
色
地
縹
色
横
細
縞
の
間
道
表
紙
(
ー
五
.
九
>
<
ー 

四

•
五
糖
)。
外
題
内
題
共
に
な
し
。
見
返
し
は
布
目
金
紙
(前
の
み

•  

現
状
剥
落
.
後
ろ
は
失
わ
れ
た
か
)。
料
紙
は
や
や
薄
手
で
楮
が
多
め
の
 

斐
楮
交
漉
紙
。
ニ
折
(各
七
枚
.
外
側
は
表
紙
と
見
返
し
に
挟
み
込
ま
れ
 

て
い
た
は
ず
だ
が
、
現
状
は
遊
紙
の
如
き
状
態
)、
墨
付
ニ
ー
丁
.
表
始
 

ま
り
。
遊
紙
前
 一
丁
.
後
四
丁
 
(
i

の
表
^
^
み
込
み
の
紙
は
含
ま
ず
)。 

字
面
高
さ
約
一
三
•
七
糖
。
毎
半
葉
九
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
な
し
。
本
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来
裏
表
紙
と
裏
見
返
し
の
中
に
あ
っ
た
は
ず
の
紙
の
裏
左
下
に
万
年
筆
で
 

「大
〇
ユ
タ

\

昭
和
六
、
ニ
、
廿
五
—
」
と
の
メ
モ
書
き
あ
り
。
印
記
は
 

な
く
、
表
紙
右
下
と
見
返
し
右
下
に
桃
園
文
庫
の
蔵
書
標
が
あ
る
。

虫
損
が
全
く
な
く
、
状
態
も
良
い
の
で
、
『桃
園
文
庫
目
録
中
巻
』 

(東
海
大
学
附
属
図
書
館
、
昭六一一一)
に

「
(江
戸
初
期
写
ご
と
あ
る
ご
と
 

く
、
新
し
く
見
え
る
が
、
筆
跡
や
墨
色
、
紙
の
質
等
か
ら
し
て
、
相
当
の
 

古
写
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
司
書
の
方
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
よ
 

る
と
、
特
別
な
箱
や
帙
、
極
札
等
の
附
属
の
資
料
な
ど
も
無
い
そ
ぅ
で
、 

昭
和
初
期
頃
に
売
ら
れ
る
ま
で
、
所
蔵
先
を
殆
ど
変
え
ず
、
環
境
の
良
い
 

秘
庫
に
眠
り
続
け
て
い
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
も
、
確
認
し
 

得
た
諸
本
中
で
は
、
慶
応
義
塾
図
書
館
本
に
も
先
立
つ
最
古
写
の
本
で
あ
 

ろ

ぅ

。

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
永
青
文
庫
蔵
ニ

〇
七

•
三

六

•
七
)
本

〔近
世
初
〕
写
 

一
冊
〔略

称

「
永
」
〕

袋
綴
。
縹
色
表
紙
(
ニ
五
•
七

X

ニ
〇

.
一
糖
)。
左
肩
の
丹
色
地
金
 

泥
龍
文
題
簽
(
一
四
.
九

X

三

.
ニ
糖
)
に

「貞
永
哥
合
」
(
別
筆
)
と
 

あ
る
。
内
題

は

「歌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
料
紙
は
や
や
厚
手
の
斐
楮

交
漉
紙
。
墨
付
一
九
丁
 
•
裏
始
り
。
遊
紙
前

一

•
後
三
丁
。
字
面
高
さ
約
 

一
九
•
五
糰
。
毎
半
葉
一
〇
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
•
印
記
な
し
。

一
七
 

丁
袋
中
に
「墨
付
拾
九
枚
」
と
記
し
た
小
紙
片
あ
り
。

『新
編
国
歌
大
観
』
の
底
本
。
末
尾
に
幽
斎
署
名
を
有
す
る
写
本
群
と
 

同
様
の
装
丁
を
有
す
る
一
冊
。
こ
の
装
丁
で
幽
斎
署
名
の
無
い
も
の
は
書
 

き
忘
れ
か
と
思
え
る
ほ
ど
に
珍
し
い
。
ま
た
こ
の
一
群
中
に
は
、
慶
長
五
 

年

(
一
六
〇
〇
)
四
月
頃
に
「勅
本
」
(禁
裏
御
文
庫
本
)
を
写
し
た
旨
 

の
奥
書
が
存
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
だ
が
、
本
書
の
親
本
に
つ
 

い
て
は
不
明
で
あ
る
。

神

宮

文

庫

蔵

(
三

• 

I

〇
五
六
)
本

〔江
戸
前
中
期
〕
写
 

冊

〔略

称

「
神
」
〕 

袋
綴
。
後
補
淡
渋
色
格
子
文
刷
毛
引
表
紙
(
ー
九
.
五
>
<
ニ
ニ
.
三
糲
)。 

左
肩
に
「名
所
月
歌
合
完
」
(別
筆
)
と
打
付
け
書
き
。
扉
は
汚
れ
方
 

等
よ
り
仮
綴
時
代
の
共
紙
表
紙
と
思
わ
れ
、
左
肩
に
「名
所
月
哥
合
貞
永

元
年
八
月
十
五
夜
」

(
同

筆

)
と

あ

る

。
内

題

は

「
請
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。

料
紙
は
薄
手
の
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付
ニ
六
丁
 ■
裏
始
り
。
遊
紙
な
し
。
字
 

面
高
さ
約
一
七
.
〇

犍。
毎
半
葉
八
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
な
し
。
朱
訂
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少
々
あ
り
。
印
記
は
、
①

「謹
思

\

堂
」
(
一
才
右
下
•
円
朱
)
■
②
「天
 

明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納
\
皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽

\

京
都
謹
 

思
堂
村
井
古
巌
敬
義
拝
」
(裏
見
返
し
中
央
下
部
.
長
方
代
赭
)
.
③

「林
 

崎

\

文
庫
」
(扉
ォ
右
上
•
短
長
方
代
赭
)
•

④

「林
崎
文
庫
」
(
①
左

. 

長
方
朱
)。
「名
所
月
歌
合
」
の
見
出
し
紙
あ
り
。

京
の
呉
服
商
菱
屋
新
兵
衛
こ
と
謹
思
堂
村
井
古
巌
が
、
内
宮
の
権
禰
宜
 

蓬
莱
尚
賢
に
よ
る
林
崎
文
庫
へ
の
書
籍
の
寄
付
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、 

天
明
四
年
(
一
七
八
四
)
に
奉
納
し
た
そ
の
蔵
書
ニ
千
六
百
余
部
の
内
の
 

一
冊
。

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
(
六

I  
•
ニ
六
)
本

〔江
戸
前
期
〕
写
力
 

一
帖
〔略

称

「
蓬
匕

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
に
よ
っ
て
本
文
の
確
認
 

を
し
た
。
写
真
に
よ

つ

て
判
明
す
る
範
囲
で
記
し
、
正
確
な
書
誌
は
追
っ
 

て
報
告
し
た
い
。

綴
葉
装
。
菊
花
文
刷
布
目
紙
表
紙
。
左
肩
の
雲
霞
文
題
簽
に
「名
所
の
 

月
哥
合
」
(同
筆
)
と
墨
書
。
見
返
し
は
布
目
金
紙
か
。
内
題
は
「謌
合
 

貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
料

紙

は

金

泥

で

下

絵

を

施

し

た

鳥

の

子

紙

力

。

三

折

.
墨
付
一
二
丁
.
表
始
り
。
毎
半
葉
一
〇
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
.
印
 

記
な
し
。

尾
張
徳
川
家
旧
蔵
ら
し
い
、
諸
伝
本
中
最
も
豪
華
な
装
丁
の
も
の
で
あ
 

る

よ

、
っだ
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鷹
司
本
(
ニ
六
六
.
三
四
九
)
本

〔江
戸
前
期
〕
写
 

一
冊
〔略

称

「應
」
〕

袋
装
。
淡
茶
色
地
浅
葱
色
花
唐
草
文
刷
表
紙
(
ニ
五
•
四

X

一
九
•
五
 

糰
)。
左
肩
の
題
簽
剥
落
痕
(約
ニ
〇

.
〇
x
三

•
七
糖
)
の
上
か
ら
 

「貞
永
元
年
歌
合
」
と
後
筆
で
墨
書
。
内
題
は
「歌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」。 

見
返
し
の
右
肩
(貼
ら
れ
た
表
側
の
左
肩
)
に
、
本
文
同
筆
で
「貞
永
元
 

年
歌
合
」
と
あ
る
の
が
透
け
て
見
え
る
。
料
紙
は
や
や
薄
手
の
斐
楮
交
漉
 

紙
。
墨
付
一
九
丁
.
裏
始
ま
り
。
遊
紙
は
な
い
。
字
面
高
さ
約
一
九
.
五
 

糰
。
毎
半
葉
一
〇
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
識
語
な
し
。
印
記
は
「鹰
司
城
 

南
\

舘
圖
書
印
」
(
一
才
中
央
.
長
方
朱
)。

裏
見
返
し
左
下
を
め
く
っ
た
裏
側
に
、
良
く
見
か
け
る
符
丁
の
書
き
入
 

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
鹰
司
家
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
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古

書

肆

を

経

た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

島

原

図

書

館

松

平

文

庫

蔵

二

三

八

.
七
七
)
本

〔江
戸
前
期
〕
写
 

一
冊
〔略

称

「島
」
〕

袋
綴
。
縹
色
表
紙
(
ニ
七
•
四

X

ニ
〇

.
〇
糰
)。
左
肩
の
鳥
の
子
紙
 

題

簽

(
一
九
•
三
X
三

•
〇
糰
)
に

「貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
哥
合
」 

(
別

筆

)
と

あ

り

。
内

題

は

「謌
合
貞
永
元
年
八
月
月
十
五
夜
」
。
料
紙
は
や
や
 

薄
手
で
表
皮
の
混
入
が
目
立
つ
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付
一
八
丁
。
遊
紙
前
後
 

各
 一
丁
。
字
面
高
さ
約
一
九
.
ニ
糰
。
毎
半
葉
一
〇
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
 

書
な
し
。
印
記
は
「尚
舎
源
忠
房
」
(
一
八
ゥ
左
下
.
長
方
緑
)
•
「
文

\

 

庫
」
(前
印
下
•
横
楕
円
紅
緋
)。

印
記
の
主
松
平
忠
房
に
つ
い
て
は
説
明
は
不
要
で
あ
ろ
ぅ
。
そ
の
没
年
 

は
元
禄
十
三
年
(
一
七
〇
〇
)
で
あ
る
の
で
、

一
応
そ
れ
以
前
の
書
写
で
 

あ

ろ

ぅ

。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
(
ニ
〇

I  
• 

I

八
七
)
本

〔江
戸
前
中
期
〕
写
 

i

〔略

称

「内
」
〕

袋
綴
。
濃
茶
色
表
紙
(
ニ
七
•
三

X
一

九

.
一
糖
)
。
左
肩
の
支
子
色

鳥
の
子
紙
題
簽
(
一
七
•
七

X

三

•
八
糰
)
に

「貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
 

歌

合

全

」

(
別

筆

)
と

あ

り

。
内

題

は

「
謌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。

料

紙
は
や
や
厚
手
の
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付
ニ
四
丁
 •
裏
始
り
。
遊
紙
前
後
各
 

一
丁
。
字
面
高
さ
約
ニ
〇

•
七
糰
。
毎
半
葉
八
行
、
歌
ニ
行
書
。
奥
書
な
 

し
。
印
記
は
「太
政
官
\
文
庫
」
(前
遊
紙
ォ
上
部
中
央
•
方
朱
)
•
「
日
 

本

\

政
府
\
圖
書
」
(

一

ゥ
右
上
•
方
朱
)
。
表

紙

に

「太
政
官
文
庫
」 

「内
閣
文
庫
」
等
数
種
の
蔵
書
標
あ
り
。
小
口
書
「貞
永
元
歌
合
全
」
。

紅
葉
山
文
庫
本
。
背
を
除
い
た
三
方
に
大
き
な
水
染
み
あ
り
。

一
番
右
 

に
同
筆
(但
し
使
用
す
る
筆
は
異
な
る
か
)
異
本
注
記
あ
り
。
三
十
三
番
 

判
詞
途
中
の
改
頁
箇
所
で
中
断
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
書
き
忘
れ
た
も
の

か
。篠

山
市
青
山
文
庫
蔵
(
ニ
三
四
)
本

〔江
戸
前
期
〕
写

•
南
可
校
合
識
語
 

一
冊
〔略

称

「青
」
〕 

袋
綴
。
淡
茶
色
横
簀
目
表
紙
(ニ
五
.
八

X

一
九
.
五

犍)
。
左
肩
の

紅

色

題

簽

(
一

四

•
五

X

三

•
〇

糰

)に
「謌合
八
抑
十
五
夜
」
 

(
別

筆

力

)
と

あ

り

。
内

題

は

「
謌
合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。

料

紙

は

や

や
薄
手
の
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付
ニ
ー
丁
.
裏
始
り
。
遊
紙
前
後
各
 一
丁
。
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字
面
高
さ
約
一
九
.
四

犍。
毎
半
葉
 一
◦
行
、
歌
ニ
行
書
。
一
二
丁
ゥ
左
 

下

に

「
一
校
了
 
(南
可
印
)」
と
墨
書
。
印
記
な
し
。

南
可
に
ょ
る
校
合
書
入
れ
若
干
あ
り
。
南
可
は
、
俗
姓
伊
藤
、
慶
長
十
 

七

年

(
一
六
ニ
ー
)
に
生
ま
れ
、
元
禄
四
年
(
一
六
九
一
)
八
十
歳
ま
で
 

の
生
存
が
確
認
で
き
る
。
良
玄
と
も
称
し
、
賀
茂
に
隠
棲
し
た
僧
侶
歌
人
 

で
あ
っ
た
が
、
大
坂
城
代
を
務
め
た
小
諸
五
万
石
の
藩
主
青
山
宗
俊
に
認
 

め
ら
れ
、
同
家
の
歌
学
方
と
な
り
、
大
坂
、
つ
い
で
宗
俊
の
転
封
先
で
あ
 

る
浜
松
に
住
し
た
。
家
集
に
『弄
璞
集
』
が
あ
る
。
青
山
家
は
丹
波
亀
山
 

を
経
て
丹
波
篠
山
に
封
ぜ
ら
れ
て
維
新
を
迎
え
る
が
、
同
家
の
蔵
書
は
、 

篠
山
市
青
山
歴
史
村
内
の
青
山
文
庫
と
、
兵
庫
県
立
篠
山
鳳
鳴
高
校
の
青
 

山
文
庫
に
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
歌
書
類
の
多
く
は
、
こ
の
良
玄
 

の
監
督
下
に
収
集
や
書
写
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
本
書
と
同
様
な
 

南
可
の
識
語
と
朱
印
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
目
立
つ
。

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
書
の
書
写
も
、
宗
俊
が
大
坂
城
代
と
な
つ
 

た
、
寛
文
ニ
年
(
一
六
六
ニ
)
か
ら
、
元
禄
初
年
頃
ま
で
に
な
さ
れ
た
か
 

と
考
え
ら
れ
る
。

猶
、
南
可
に
つ
い
て
は
、
上
野
洋
三
•
中
西
健
治
氏
『弄
璞
集
本
文
 

と
索
引
』
(和
泉
書
院
、
平
5
)
や
日
下
幸
男
氏
『近
世
古
今
伝
授
史
の

研
究
地
下
篇
』
(新
典
社
、
平

10)
を
、
青
山
家
旧
蔵
歌
書
類
と
、
南
可
 

識
語
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
青
山
会
編
『青
山
会
文
庫
所
蔵
和
 

漢
書
分
類
目
録
』
(平
6
)
を
参
照
願
い
た
い
。

歌
合
部
類
所
収
本

刊
 

合
一
冊
〔略

称

「部
」
〕 

刷
と
保
存
状
態
が
良
い
、
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
の
二
十
冊
本
(

J

L 
. 

ニ
A
 
•
一
一
 
四
〇

.
ニ
〇
)
に
拠
っ
た
の
で
、
本
歌
合
の
収
載
さ
れ
る
第
 

十
二
冊
の
み
の
書
誌
を
記
す
。
瓶
視
色
地
布
目
艷
出
の
元
表
紙
(
ニ
七
•

五

X

一
九
•
五
S

。
左

肩

刷

雪

に

「
歌

合

部

類

1

1

所
％こ
」

と
あ

り

。
内
題
は
①

「光
明
峯

寺

摂
政
家

歌
合
貞
応
元
年
七
月
」
.

②

「
謌
 

合
貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。
墨
付
①

三

一
.
②

一
二
の計
四
三
丁
。

印
面
高
 

さ
①
約
ニ
ー
.
七

•
②
ニ
ー
.
八
糖
。
半
面
共
に
作
者
一
覧
一
◦
.
歌
合
 

本
文
一
三
行
、
歌
一
行
。
版
心
丁
付
「光
明
峯
 

一
ノ
ー
一
(三

丄ニ
十
二
 

終
)」
• 

r貞

永

一

(〜
士
一
終
)」
。
第
一
冊
目
録
最
終
丁
裏
に
「貞
享
 

ニ
年
龍
集
乙

58:八
月
日
\

(

ー
行
ァ
キ
)

/

洛

陽

書

林

{
^
§
.
^
衛
|
」 

と
の刊
記
が

あ
る
。印
記
は
各
冊
に
「

棱威
\
廼
舎
」
(長
方
朱
印
刻
). 

「椟
威
\
廼
舎
\
藏
書
」
(方
朱
)
•
「慶
應
義
塾
大
学
圖
書
館
藏
」
(長
方
 

朱
)
を
捺
す
(前
ニ
印
は
ま
ま
文
不
明
印
が
擦
し
重
ね
て

あ
る
)
。各
冊
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表
紙
に
は
そ
の
冊
の
歌
合
の
歌
題
が
墨
書
さ
れ
、
ま
た
各
冊
裏
見
返
右
下
 

に
は
「持
主
小
澤
治
兵
衛
」
と
の
署
名
が
あ
る
。

本
歌
合
に
は
、
集
付
の
他
異
本
注
記
が
少
々
あ
り
、
作
者
一
覧
に
勘
物
 

が
あ
る
。

蔵
書
印
ょ
り
、
信
濃
二
宮
矢
彦
神
社
神
主
で
、
平
田
鉄
胤
門
の
国
学
者
 

で
あ
る
倉
沢
清
也
(大
正
十
年
(
一
九
二
〇
)
没

•
九
〇
歳
)
の
旧
蔵
書
 

と
知
ら
れ
る
(新
編
蔵
書
印
譜
•
和
学
者
総
覧
等
)。

群
書
類
従
卷
百
九
十
八
和
歌
部
五
十
三
哥
合
十
九
所
収
本

刊
 

合

i

〔略

称

「
群
」
〕

詳
し
い
書
誌
事
項
は
略

す

。
内

題

「歌

合

貞
永
元
年
八
月
十
五
夜
」
。

版
心
 

丁

付

「六
十
三
〜
七
十
七
了
」
。
半
面
一
〇
行
。
歌
一
行
。
末
尾
に
本
奥
 

書

.
識
語
は
な
い
。
集
付
の
他
、
異
本
注
記
少
々
あ
り
。
ま
た
作
者
一
覧
 

に
勘
物
が
あ
る
。
以
下
の
検
討
や
校
合
に
際
し
て
は
、
慶
應
義
塾
図
書
館
 

に
寄
託
さ
れ
た
田
安
家
蔵
本
(九
八
.
一.

六
六
七
)
に
拠
っ
た
。

『大
日
本
史
料
』
五
—
八
の
翻
刻
の
底
本
で
あ
る
。

祐
徳
稲
荷
寄
託
中
川
文
庫
蔵
(
六

.
ニ
—
ニ

.
ニ
五
〇
)
本

〔江
戸
前
期
〕
写
 

一
冊
〔略

称

「祐
匕
 

袋
綴
。
瓶
視
色
艷
出
表
紙
(
ニ
七
•
一 

X

ニ
〇

.
ー
糰
)
。
左
肩
に
 

「貞
永
元

\

八
月
十
五
夜
歌
合
」
(本
文
同
筆
力
)
と
打
付
書
き
。
内
題
 

は

「貞
永
元
八
月
十
五
夜
歌
合
」
。
料
紙
は
や
や
薄
手
の
斐
楮
交
漉
紙
。 

墨
付
一
五
丁
。
遊
紙
前
後
各
 一
丁
。
字
面
高
さ
約
二
三
.
三
糰
。
毎
半
葉
 

一
一
行
、
歌
一
行
書
。
本
奥
書
「細
川
持
之
以
秘
蔵
本
書
寫
校
合
畢
\
 

弘
治
元
年
こ
^
如
月
吉
辰
」
(
ー
五
ゥ
)。
印
記
は
「直
郷
\
之
印
」
(
ー 

ォ
右
下
.
大
方
朱
)
•
「中
川

\

文
庫
」
2

ォ
右
上
、
大
方
朱
}。

改
丁
箇
所
で
あ
る
十
八
番
右
よ
り
手
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
奧
書
に
 

名
の
見
え
る
、
細
川
持
之
(嘉
吉
ニ
年
(
一
四
四
ニ
)
没

•
四
十
三
歳
) 

は
、
六
代
将
軍
足
利
義
教
の
代
に
管
領
を
勤
め
た
武
将
で
、
『新
続
古
今
 

集
』
に
四
首
入
集
し
て
い
る
よ
う
に
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
 

る
。
弘
治
元
年

(一
. 五

五
五
)
は
そ
の
没
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

r秘
 

蔵
」
と
い
う
の
は
生
前
に
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
相
応
の
 

古
写
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
歌
合
に
は
書
！̂

書
は
も
と
よ
り
、 

本
奥
書
を
有
す
る
伝
本
も
殆
ど
無
く
、
伝
来
や
系
統
を
考
え
る
上
で
も
、 

極
め
て
貴
重
な
情
報
で
あ
る
。
校
本
に
明
白
な
よ
う
に
、
次
掲
の
一
本
の
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親
本
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。

ま
た
、
印
文
の
直
郷
は
肥
前
鹿
島
ニ
万
石
第
六
代
当
主
鍋
島
直
郷
(明
 

和
七
年
(
一
七
七
〇
)
没

.
五
十
三
歳
)。
前
々
稿
で
も
述
べ
た
ょ
う
に
、 

望
月
長
孝
の
流
れ
を
汲
む
風
絃
堂
長
賢
(鴛
河
申
也
)
を
和
歌
の
師
と
し
、 

そ
の
元
文
三
年
(
一
七
三
八
)
の
死
の
後
そ
の
蔵
書
を
引
き
取
っ
た
と
い
 

う
が
、
本
書
の
書
写
時
期
は
直
郷
ょ
り
も
前
で
あ
る
の
で
、
本
書
も
そ
の
 

内
の
一
冊
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
直
郷
の
祖
父
直
条
は
、
そ
の
叔
母
 

が
前
述
の
松
平
忠
房
夫
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
島
原
の
松
平
文
庫
 

と
中
川
文
庫
に
は
、
本

稿

(
四
)
で
対
象
と
し
た
『仙
洞
十
人
歌
合
』
の
 

如
く
、
本
文
的
に
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
目
立
つ
 

が
、
本
歌
合
に
関
し
て
は
、
直
接
的
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

猶
、
中
川
文
庫
本
は
現
在
祐
徳
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

祐
徳
稲
荷
寄
託
中
川
文
庫
蔵
(
六

.
ニ
ー
ニ
.
二
八
五
)
本

〔江
戸
前
期
〕
森
彦
太
郎
写
 

i

〔略

称

「
中
匕

袋
綴
。
上
藍
.
下
紫
の
雲
紙
表
紙
(
ニ
六
•
八

x

ニ
〇

•
六
糰
)
。
左
 

肩

に

「貞
永
元
八
月
十
五
夜
歌
合
」
(本
文
同
.筆
力
)
と
打
付
書
き
。
内
 

題

は

r貞
永
元
八
月
十
五
夜
歌
合
」
。
料
紙
は
薄
手
の
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
 

付
一
五
丁
 
(裏
見
返
し
含
ま
ず
)。
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
約
ニ
四
.

一

糖
。
毎
半
葉
一
一
行
、
歌
一
行
書
。
本
奥
書
「細
川
持
之
以
秘
蔵
本
書
寫
 

校
合
畢
\
 

弘
治
元
年
こ
W
如
月
吉
辰
」
(
一
五
ゥ
、

r

吉
辰
」
の
左
傍
 

に
鉛
筆
で
「三
百
八
十
年
前
」
と
書
入
れ
あ
り
)、
書
写
奥
書
「
森
彦
太
 

郎
写
」
(裏
見
返
し
左
下
)。
印
記
は
「西
湖

夔/
之
蔵
書
」
(
一
才
右
下

•  

大
方
朱
)
.
「中
川

\

文
庫
」
(
一
才
右
上
、
大
方
朱
)。

森
彦
太
郎
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

r

丨
力
」
等
と
同
筆
の
 

校
訂
書
入
れ
が
目
立
つ
が
、
そ
の
箇
所
は
殆
ど
が
、
前
掲
本
の
問
題
が
あ
っ
 

た
り
読
み
づ
ら
い
箇
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
本
書
は
そ
の
転
写
本
 

で
あ
ろ
、っ
。
印
記
の
前
者
は
中
川
文
庫
本
に
折
々
見
か
け
る
も
の
で
あ
る
 

が
、
主
を
知
ら
な
い
。

東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
(E
三

|  

•  

|

六
四
ニ
)
本

〔江
戸
中
期
〕
写
 

合
一
冊
〔略

称

「東
」
〕

袋
綴
。
鴇
色
地
雷
文
繫
小
菊
花
文
空
押
表
紙
(
ニ
九
.
〇
x
ニ
〇

.
九
 

糰
)。
中
央
の
素
紙
題
簽
(
ー
三
.
七
><ニ

.
七
糰
)
に

「名
月
哥
合
」 

(別
筆
力
)
と
あ
り
。
内
題
は
①

「貞
応
元
八
月
十
五
夜
判
定
家
」
•
②
 

「戀
十
五
首

1
阿
建
仁
ニ
九
月
十
三
夜
」
.
③
ナ
シ
。
1

は
簀
目
の
は
っ
 

き
り
し
た
漉
返
紙
。
見
返
し
は
本
文
料
紙
ょ
り
厚
手
で
墨
色
の
薄
い
漉
返
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紙
。
墨
付
①
四

•
②
三

•
③
ニ
四
の
計
三
 一
丁
。
表
始
り
。
遊
紙
前
一
後
 

ニ
丁
 
(剥
が
れ
た
見
返
し
を
含
ま
ず
)。
字
面
高
さ
①
約
二
三
•
ニ

•
②
 

一
一
五
•
七

.
③
ニ
四
.
ニ
糰
。
毎
半
葉
①

ー
〇

•
②
一
二
•
③
一
三
行
、 

歌
各
一
行
書
。
奥
書
な
し
。
印
記
は
「大
善
院
藏
」
(
一
才
右
下
•
楕
円
 

朱
)
•
「青
洲
文
庫
」
(表
紙
に
貼
付
い
て
い
た
は
ず
の
見
返
し
ォ
中
央

•  

方
朱
)
.
「東
京
帝

\

國
大
學
\
圖
書
印
」
。
「名
月
歌
合
完
一
冊
」
と
の
見
 

出
し
紙

あ
り
。

表
紙
は
医
書
と
思
わ
れ
る
内
容
の
反
故
を
用
い
る
。

一
冊
通
し
て
歌
本
 

文
は
漢
字
平
仮
名
交
り
、
判
詞
.
注
記
等
は
漢
字
片
仮
名
交
り
で
記
さ
れ
 

る
。
片
仮
名
書
き
は
線
も
細
く
や
や
小
字
。
あ
る
い
は
筆
を
変
え
て
記
す
 

か
。
①
は
一
番
.
三

(以
下
番
略
)
•
四

.
六

•
九

•
十
左
•
十
三
.
十
 

五

.
二
十
一
.
二
十
三
左
.
二
十
七
•
二
十
八
•
二
十
九
.
三
十
ニ
の
み
 

の
抜
書
で
、
左
歌
の
み
の
場
合
は
判
詞
も
関
係
部
分
の
み
の
抄
書
。
②
も
 

二
十
ニ
首
の
抜
書
。
③
は

「
一
み
よ
し
の
は
花
見
し
春
の
気
色
か
は
し
 

く
る
、
秋
の
夕
く
れ
の
空

\

霞
か
は
花
鶯
に
と
ち
ら
れ
て
春
に
こ
も
れ
る
 

宿
の
あ
けほ
の

\

 

コ
レ
ラ
ノ
カハ
、

ノ
ミ
カハ
ト
云
テ

ニ
ヲ
ハ也
」
以
 

下
、

一
つ
書
き
ニ
四
七
条
よ
り
な
る
歌
学
書
。

清
洲
文
庫
は
、
甲
府
の
和
紙
問
屋
で
あ
っ
た
、
渡
辺
寿

(nl̂

廼
屋
)

•

信

(号
青
洲
•
明
治
四
十
四
年
(
一
九
〇

一
)
没

•
七
十
三
歳
)
•
沢
次
 

郎

(号
春
英
)
の
三
代
に
亘
る
収
書
で
、
東
京
大
学
附
属
図
書
館
に
約
三
 

万
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
(『近
代
蔵
書
印
譜
四
編
』
青
裳
堂
書
店
、 

平
九
)。

「大
善
院
」
は
、
仏
光
寺
六
院
家
の
一
で
あ
る
京
都
下
京
区
在
の
真
宗
 

寺
院
が
比
較
的
著
名
で
は
あ
る
が
、
同
名
の
寺
院
は
多
く
、
こ
の
蔵
書
印
 

が
何
処
の
大
膳
院
の
も
の
で
あ
る
か
特
定
出
来
て
い
な
い
。

(以
下
続
稿
)

《
附
記
》
翻
刻
を
許
可
下
さ
っ
た
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
、
貴
重
な
資
 

料
の
閲
覧
を
お
認
め
下
さ
り
、
ま
た
閲
覧
に
際
し
て
御
高
配
に
与
っ
た
 

井
上
敏
幸
先
生
を
始
め
、
明
：|54<学

中
央
図

M
S

 •
慶
®

M

図

M
s

.  

賀
茂
別
雷
神
社
.
山
口
県
立
図
書
館
•
宮
内
庁
書
陵
部
•
東
海
大
学
附
 

属
図
書
館
.
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
.
神
宮
文
庫
•
島
原
図
書
館
松
平
 

文
庫
.
国
立
公
文
書
館
•
篠
山
市
青
山
歴
史
村
•
祐
徳
博
物
館
.
国
文
 

学
研
究
資
料
館
並
び
に
御
担
当
の
各
位
と
、
貴
重
な
御
架
蔵
本
の
調
査
 

を
お
認
め
下
さ
っ
た
久
保
田
淳
先
生
と
高
城
功
夫
先
生
に
、
篤
く
御
礼
 

申
し
上
げ
ま
す
。
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《
附
載
校
本
》

凡例

一
、
本
校
本
は
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
(
一
三
.
五
六
)
本
一
帖
を
 

底
本
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
底
本
の
翻
字
並
び
に
比
校
し
た
本
の
異
同
箇
所
の
翻
字
に
つ
い
て
は
、 

な
る
べ
く原
本
の

お
も
か
げ
を
と
ど
め
る
ょ
ぅ
に努
め
た
が
、
漢
字
の
 

字
体
に
付
い
て
は
現
今
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、
底
本
の
補
入
■
見
消
ち
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
果
い
従
っ
て
翻
字
し
、 

そ
の
右
傍
に

「
*
」

記
号
を
付
し
て
、
底
本
の
状
態
を
下
段
に
同
記
号
 

を
掲
げ
て
説
明
し
た
。

一
、
翻
字
の
改
行
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
改
頁
の
箇
所
に
は
「」」
(表
丁
). 

「
J」

(裏
丁
)
を
付
し
た
。

一
、
歌
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。
底
本
は
異
な
る
が
『新
編
国
歌
大
観
 

第
五
巻

J

の
番
号
と
の
異
同
は
な
い
。

一
、
異
同
の
存
す
る
箇
所
に
は
、
底
本
本
文
の
右
傍
に
、
異
同
箇
所
の
番
 

毎
の
通
し
番
号
を
意
味
す
る
漢
数
字
を
付
し
、
下
欄
に
そ
の
番
号
と
、 

異
同
を
示
す
の
に
必
要
な
だ
け
の
底
本
本
文
を
摘
記
し
、

「
…
」の
記
 

号
で
繫
い
で
、
比
校
し
た
各
本
の
、
摘
記
し
た
底
本
と
同
じ
箇
所
を
掲

げ
た
。

一
、
異
同
を
示
す
の
に
用
い
た
、
比
校
本
諸
本
の
略
号
は
以
下
の
通
り
。

•
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
(
一
三
.
五
六
)
本

.

.

「尊
」

.
明
治
大
学
中
央
図
書
館
蔵
(
ニ
〇

一
.
一
八
七
)
本

…
…

「
明
」 

.
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵

(

J

L 
.
ニ
A
 
.
一 
〇
八
七
)
本
.
.
.
.

r

慶
」

•
久
保
田
淳
氏
蔵
本
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

「久
」

•
高
城
功
夫
氏
蔵
本
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

「城
」

•
水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵

(已
一
三
.
〇
七
二
七
〇
)
本
.
.
.
.
.

r彰
」

.
高
山
郷
土
館
蔵
(和
歌
部
•
四
五
)
本

.

.

.

.

.

.

「高
」

.
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵
(酉

.
三
四
七
)
本

.

.

「
I二

」

.
山
口
県
立
図
書
館
蔵
(今
井
似
閑
本
一
二
九
)
本

.

.

「山
」

.
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
五
〇

一
.
五
九
六
)
本

.

.

.

.

「
御
」

•
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(五
〇

一

.
五
九
七
)
本

.

.

.

.

「書
」

•
東
海
大
学
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
(桃

•
三
一
.
ニ
四
)
本
…

「
桃
」 

•
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
永
青
文
庫
蔵

(
一
〇
七
二
二
六
.
七
)
本
.
.
.
.
.
.

「永
」

•
神
宮
文
庫
蔵
(三

.
一
〇
五
六
)
本

.

.

.

.

. .
.

「
神
」
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•
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
(六
一
•
ニ
六
)
本

.

.

.

.

「
蓬
」

•
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
ニ
六
六
.
三
四
九
)
本

.

.

.

.

「鷹
」

.
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
(
一
三
八
.
七
七
)
本

.

.

「島
」

.
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
(
ニ
〇
 一
•
一
八
七
)
本

…

「内
」

•
篠
山
市
青
山
文
庫
蔵
(
ニ
三
四
)
本

.

.

.

.

.

.

.

「青
」

.
歌
合
部
類
所
収
本
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

「部
」

.
群
書
類
従
卷
百
九
十
八
所
収
本
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

「群
」

.
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
蔵
(六

•
ニ
ー
ニ
•
ニ
五
〇
)
本

…

「祐
」 

•
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
蔵
(六

•
ニ
—
ニ

•
二
八
五
)
本

…

「中
」 

•
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵

(
E
三
 一
•
一
六
四
ニ
)
抄
出
本
.
.
.
.

「東
」

一
、
校
合
に
つ
い
て
は
、
見
や
す

さ
を考
慮
し
、
以
下
の
よ
ぅ
な
例
は
そ
 

の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。

1
、
 

筆
者
の
単
純
な
ミ
ス
な
ど
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
、
補
入
•
見
消
ち

•  

重
ね
書
き
。

2
、
 

漢
字
仮
名
の
当
て
方
の
違
い
。
但
し
、
意
味
や
読
み
が
異
な
る
可
 

能
性
が
存
す
る
場
合
は
、
各
本
の
状
態
を
示
す
為
に
、
校
合
の
対
象
 

と
し
た
(例

r詞

•
事
は
」
)。

3
、
 

意
味
に
差
が
生
じ
な
い
仮
名
遣
い
の
違
い
。

4
、
 

意
味
に
差
が
生
じ
な
い
漢
文
体
と
仮
名
文
の
違
い
(例

「被
仰
• 

仰
せ
ら
る
」
)。

5
、
 

助

詞

「
の
」
「之
」
の
有
無
。

6
、
 

基
本
的
に
別
字
で
も
訓
や
音
が
同
じ
で
あ
つ
た
り
、
熟
語
と
し
て
 

同
じ
読
み
を
有
す
る
も
の
(例

「歌

•
謌

.
哥
」
•
「i

ふ

r̂
」
)。

7
、
 

題
や
勝
負
付
な
ど
の
文
字
の
大
小
。

8
、
 

彰
本
の
「番

•
左

.
右
」
文
字
の
「
丨
」
に
ょ
る
省
略
。

一
、
補
入
.
見
消
ち
の
内
で
、
諸
本
の
関
係
を
考
え
る
際
に
貴
重
な
情
報
 

と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
異
同
本
文
の
後
に
、
「
〔
〕」
に
入
れ
 

て
状
態
を
示
し
た
。

一
、
本
校
本
で
本
文
の
状
態
を
示
す
の
に
用
い
た
記
号
と
そ
の
意
味
は
以
 

下
の
通
り
。

.
「画
」
…
判
読
不
能
の
文
字
。

.
「ロ
」
…
虫
損
に
ょ
る
判
読
不
能
文
字
。

.
「
〔
ご

…
推
し
て
判
読
し
た
文
字
。

一
、
東
京
大
学
蔵
本
は
抄
出
本
で
あ
る
の
で
、
抄
出
さ
れ
た
箇
所
を
、
下
 

段
の
各
番
の
見
出
し
下
に
「
〈東
〉
」
を
付
し
て
示
し
た
。
猶
、
番
い
 

で
は
な
く
左
方
の
歌
と
そ
れ
に
関
す
る
判
詞
の
み
抄
出
し
て
あ
る
場
合
 

は
、
「東
」
の
後
に
「
.
左
」
を
加
え
て
示
し
た
。
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謌
へ
一
口 

貞
永
元
年
八
月
十
五
夜

"題

名

所

月

三

首

1 哥
人

A左
方

女
房
 

権
中
納
言
定
家
 

前
宮
内
卿
家
隆
 

行
能
朝
臣
 

信
実
朝
臣
 

頼
氏
朝
臣
 

有
長
朝
臣
 

親
季
朝
臣
 

隆
祐
 

知
宗
』

三
位
侍
従
母
 

右
方

民
部
卿
典
侍
 

高
會
 

実
持
朝
臣
 

資
季
朝
臣

I

謌
合
〜
判
者
権
中
納
言
定
家
…
ナ
シ
(桃
東
)

ニ

謌

合

貞

永

元

年

八

月

十

五

夜

…

貞

永

元

八

月

十

五

夜

歌

合

(祐
中
)

三
題
〜
名
所
月
…
〔「判
者
」
ノ
前
ニ
ア
リ
〕
(祐
中
)

四
三
首
…
ナ
シ
(祐
中
部
群
)

五
哥
人
…
作
者
(永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

六
〔「作
者
一
覧
」左
方
を
上
段
に
右
方
を
下
段
に
記
す
〕
(祐
 

中
)

七
女
房
…
女
房
後
堀
河
院
(部
群
祐
中
)

八
有
長
…
有
家
(慶
彰
内
青
群
祐
中
)

九
知
宗
…
知
家
(蓬
内
青
群
)、
知
家
朝
臣
(祐
)、
知
家
朝
臣
 

(中
)

10母
…
母
俊
成
女
(部
群
)

一
-
典

侍

：
.
典

侍
8 ||

她官
女
(
部

群

)

三
高
倉
…
高
倉
八
条
院
官
女
(部
群
)

|
三

少

将

丨

少

将| 1̂

| 1妻

(
部

)
、
少

将$ *̂

^

| 1信
実
女
 

(群
)

|四
下
野
丨
下
野
_
歡
醫
如
女
(部
)、
下
野
§
隸

1 1
^ 1女
(群
) 

I五
ナ
シ
…

以

上

一

本

無

之

S

)
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家
長
朝
臣
 

中
宮
少
将
 

T=野
 

兼
康
 

光
俊
朝
臣
 

源
家
清
 

右
衛
門
督
為
家
 

判
者権

中
納
言
定
家
」

一
番
名
所
月

左
_ぎ
 

女
房

士
ー
笠
山
ふ
り
さ
け
み
れ
は
榊
葉
の
い
や
と
し
の
は
に
月
は
す
む
ら
し
 

右
 

民
部
卿
典
侍
 

。龍
田
山
そ
め
て
ぅ
つ
ろ
ふ
梢
ょ
り
し
く
れ
ぬ
色
に
出
る
月
か
け
 

左
さ
か
き
葉
の
い
や
と
し
の
は
す
か
た
こ
と
は
 

非
凡
俗
之
所
及
之
由
各
一
同
申
右

八

 

九
上
に
染
て
う
つ
ろ
ふ
と
を
き
て
下
に

I

番

〈東
〉

ニ

「
一
番
」
〜
二
番
作
者
「高
食
」〕…
ナ
シ
(慶
) 

ニ
名
所
月
…
ナ
シ
(城
)

=
1

勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

四
ら
し
…
ら
ん
(桃
東
)、
ら
し
〔朱
で
「
ん
」
を
見
消
ち
し
て
 

傍
記
〕
(神
)、
ら
し
(群
)、
こ
し
(祐
中
)

五
す
か
た
こ
と
は
…
姿
(祐
中
)

六
非
凡
俗
之
所
及
…
凡
俗
之
非
所
及
(高
)、
非
凡
俗
之
及
所
 

(祐
中
)

七
一
同
…

一
同
に
(高
)

八
上
に
…
上
(城
) 

九
ぅ
つ
ろ
ふ
と
…
ぅ
つ
ろ
ふ
梢
と
(尊
明
慶
桃
を
除
く
他
本
) 

|〇

し
く
れ
ぬ
色
と
…
し
く
れ
ぬ
と
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
 

群
祐
中
)
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し
く
れ
ぬ
色
と
い
へ
る
こ
と
は
り
か
な
は
す
や

三

侍
ら
ん
今
出
る
月
の
色
を
よ
め
る
よ
し
』

右
方
申
其
難

# "ら
す
と
も
左
非
同
 

日
之
論
為
勝

二
番

左
持
 

権
中
納
言
定
 

3
神
風
や
み
も
す
そ
川
の
清
け
れ
は
空
行
月
も
光
そ
へ
け
り
 

右
 

高
食

4
み
て
も
又
誰
に
か
た
ら
ん
秋
の
夜
の
浦
か
せ
さ
ゆ
る
住
の
江
の
月

四

み
も
す
そ
；；̂
月
の
光
そ
へ
た
る
よ
し
哥
 

合
に
か
た
ん
た
め
に
よ
め
る
ぅ
た
か
ひ
侍
し
か
と

八

 

九
*

-

〇

W

の
名
を
よ
ま
ん
こ
と
に
勝
へ
き
に
も
侍
ら
す
」

II 

三

哥
の
さ
ま
め
つ
ら
し
か
ら
す
侍
ら
ん
住
江
月
 

を

め

て

、
誰
に
か
た
ら
む
と
侍
る
も
景
気

|  |か
な
は
す
や
…
か
な
は
す
(桃
神
蓬
鹰
島
内
部
祐
中
)
、
な
 

ら
す
(青
)

三
今

出
る
…
と
い
つ
る(御
書
蓬
島
内
東
)
、

と(桃
)
、

と
い 

へ
は
(神
)

11|| 申
…
陳
申
(尊
明
慶
を
除
く
他
本
)

|四
侍
ら
す
…
侍
ら
む
(中
)

|五
と
も
…
し
か
れ
と
も
(彰

)

二

番

|

持
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

ニ
権
中
納
言
定
.••権
中
納
言
定
家
(
久
城
彰
高
御
書
永
神
鹰
 

島
内
青
部
祐
中
)
、
定
家
(蓬

)
、
権
中
納
言
(群
)

三
月
も
…
月
の
(桃
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

四
そ
へ
た
る
…
そ
へ
(
三
山
永
鹰
島
)
、
そ
へ
る
(御
！
一̂

)

、 

そ
へ
〔候
〕
(桃

)
、
そ
へ
け
る
(内
青
部
群
祐
中
)

五
か
た
ん
—

^
た
ら
ん
(青

)

六
ぅ
た
か
ひ
…
ぅ
た
か
ひ
な
 

く
(彰

)

七
侍
し
か
と
…
侍
を
(桃
)
、
侍
し
を
(永

)
、
侍
 

し
を
(神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

八
川
…

い
つ
れ
(彰
高
)

九
勝
…
侍

(神
蓬
)

*

「
に
」
右
傍
ょ
り
補
入
 

1
0

に
も
…
に
(彰
高
)

1
1哥

…
あ
き
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
祐
中
)

三
め
つ
ら
し
か
 

ら
す
…
め
つ
ら
し
か
ら
や
(
城

)
、

め
つ
ら
し
く
か
ら
す
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1111 

|
四
 

I五

お
も
ひ
や
ら
れ
侍
れ
は
可
為
持
之
由
申

三
番

左
持
 

前
宮
内
卿
 

5
光
そ
ふ
木
間
の
月
に
お
と
ろ
け
は
秋
も
半
の
さ
や
の
な
か
山
 

右
 

実
持
朝
臣
 

6
夕
な
き
に
あ
か
し
の
と
ょ
り
み
わ
た
せ
は
や
ま
と
し
ま
ね
を
出
る
月
影
 

さ
や
の
中
山
の
旅
に
い
て
ゝ
木
間
の
月
の
ひ
か
り
 

そ
へ
た
る
に
秋
の
半
を
お
と
ろ
け
る
心
詞
め
つ
ら
し
く
』

1 三

有
興
之
由
各
申
あ
か
し
の
と
よ
り
や
ま
と
し
ま
 

み
ゆ
と
い
へ
る
古
哥
の
心
に
て
新
月
の
出
る
 

に
む
か
へ
る
す
か
た
詞
け
た
か
く
聞
え
侍
れ
は

又
為
持

四
番

左

行
能
朝
臣

(御
書
)

1111 侍
れ
は
…
て
(桃
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

|四
可
為
…
為
(彰
高
城
)
、
可
(部
)

|五
之
由
申
…
申
(鹰
)

三

番

〈東
〉

|

持
…
ナ
シ
(城

響

)

ニ
前
宮
内
卿
…
前
宮
内
卿
家
隆
(
城
彰
高
永
神
鹰
島
内
青
部
 

祐
中
)
、
家
隆
(蓬

)

I
IIナ

シ
…
新
勅
撰
(
慶

久

)
、
新
勅
 

(部
群
)

四
秋
も
；
秋
の
(御
書
)

五

さ

や

；
さ
よ
(
桃
 

永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
東
)
、
さ
夜
(祐

中

)

六

ナ

シ

…
 

同
(慶
久
部
)

七
な
き
に
…
な
き
の
(
城
を
除
く
他
本
) 

八
と
よ

り

…

と

ま

り(高

)

九
み
わ
た
せ
…
な
か
む
れ
(
城
)

1
0
さ
--
さ
よ
(神
蓬
部
群
)

ニ
た
る
に
…
た
る
(彰

)

三
半
を
…
半
(
三
山
)
、
半
も
(桃
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
) 

1111

と
よ
り
…
と
ま
り
(高
)

|

四
み
ゆ
と
…
み
ゆ
る
と
(
彰
高 

永
神
蓬
縻
島
内
青
)

1 M

い
へ
る
…

い
へ
り
(御
書
)

1六
古
哥
…
古
今
の
哥
(彰

)
、
左
哥
(山
)

I七
新
…
聊

(
御
書
 

桃
永
神
蓬
鷹
島
内
青
祐
中
)

|八
出
る
に
…

い
つ
と
(彰

)
、 

い
つ
る
と
(高

)

I九
持
…
勝
持
歟
(明
)
、
勝
(鹰
)

四

番

〈東
〉

|

し
ほ
の
…
し
ほ
に
(神
蓬
鹰
島
)

ニ
ひ
る
に
…
ひ
る
に
(祐
)

— 176 —



7
あ
か
し
か
た
八

-7夜
は
月
も
み
つ
し
ほ
の
ひ
る
に
か
は
る
は
哀
な
り
け
レ
 

右
勝
 

資
季
朝
臣
 

8
天
原
雲
井
に
ち
か
き
富
士
の
ね
は
月
す
め
と
て
や
雪
も
さ
え
け
ん
 

左
こ
よ
ひ
は
月
も
み
つ
し
ほ
と
い
へ
る
風
情
尤
」

宜
之
由
申
侍
き
右
方
申
云
ま
こ
と
に
心
あ
る
 

哥
と
は
聞
え
侍
を
あ
は
れ
な
り
け
り
と
い
ひ
 

は
て
た
る
詞
く
ち
お
し
く
や
侍
ら
ん
ち
か
き
世
 

の
哥
に
け
し
き
の
杜
の
し
た
風
に
立
 

そ
ふ
物
は
哀
な
り
け
り
と
い
へ
る
こ
と
に
お
か
し
ぅ
 

聞
え
侍
る

よ
し申
い
た
し
侍
し
力
と
こ
の
哥
 

ゆ

る

さ

れ
# "ら

さ
り
しか
は
雲
井
に
ち
か
き
ふ
 

し
の
ね
山
の
さ
ま
も
を
よ
ひ
か
た
け
に
侍
 

れ
は
可
勝
之
由
被
定

三
か
は
る
は
…
か
は
れ
は
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
) 

四
勝
…

ナ
シ(
城
桃
島
)

五
す
め
…
す
む
(桃

)
、
す
け
(蓬
) 

六

さ
え
…消
(高
)

き
え(書
)

七
左
…
左
は
(高
)
、
左
に
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内

1 W
S

群
祐
中
)、 

右

(東

)

八
月
も
…
月
の
(
明
慶
久
城
御
書
東
)

九
心
あ
る
…
有
心
(神
蓬
群
)

10侍
を
…
侍

れ

と

(
桃
神
蓬
 

部
群
)
、
侍
れ
と
也
(内

)
、
侍
れ
と
も
(青
祐
中
)

I

詞
…
こ
と
(桃
)

ニ
ち
か
き
世
…
ち
か
き
(城
)
、
ち
か
き
か
せ
(祐
)

三
け
し
き
の
杜
〜
聞
へ
侍
る
…
ナ
シ
(祐
中
)

四

こ

と

に

…

こ

と
(

彰
)
、
こ
と
は
(城
)

五
侍
る
ょ
し
…
侍
か
し
(
城
)

=
侍
し
か
と
…
侍
し
事
(東
)

I七

ゆ
る
さ
れ
…
猶
ゆ
る
さ
れ
(他
本
)

I八
侍
ら
…
ナ

シ

(桃

)

I九
山
の
さ
ま
も
…
哥
の
さ
ま
(
桃
 

永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)
、
山
ノ
(東
)

110 れ
は
可
勝
之
由
被
定
…
ナ
シ
(東
)

五
番
』

五
番
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左
 

信
実
朝
臣
 

9
夜
半
の
月
な
た
か
の
浦
の
浪
の
上
に
秋
は
半
と
い
か
に
す
む
ら
ん
 

右
勝
 

家
長
朝
臣
 

10い
つ
く
に
も
ふ
り
さ
け
今
や
み
か
さ
山
も
ろ
こ
し
か
け
て
出
る
月
か
け
 

名
高
浦
の
秋
の
半
風
情
お
か
し
く
は
侍
れ
 

と
ふ
り
さ
け
今
や
み
か
さ
山
も
ろ
こ
し
か
け
て
と
 

い
へ
る
漢
家
本
朝
を
か
ね
て
月
の
影
い
た
ら
ぬ
 

所
な
く
つ
か
ぅ
ま
つ
れ
る
よ
し
満
座
褒
美
 

為

# 5 

六
番
」左

 

頼
氏
朝
臣
 

11く
も
り
な
き
明
石
の
浦
の
な
ら
ひ
に
も
秋
の
こ
よ
ひ
の
月
は
み
え
け
り
 

右
勝
 

中
宮
少
将

12と
ふ
人
も
あ
ら
し
と
お
も
ふ
を
三
輪
の
山
い
か
に
す
む
ら
ん
秋
の
よ
の
月

I

上
に
…
ぅ
へ
(神
蓬
鹰
島
)

ニ
勝
…
ナ
シ
(
城
桃
青
)

三
ナ
シ
…
新
勅
(慶
久
部
群
)

四
今
…

い
さ
(神

)

五
秋
の
半
…
秋
(桃
神
蓬
鹰
島
内
青
祐
中
部
群
}
、
秋
は
？
水
} 

六
お
か
し
く
は
…
お
か
し
く
{彰
桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
 

祐
中
)

七
い
へ
る
…

い
つ
る
(祐
)

八
を
か
ね
て
…
を
か
け
て
(彰
高
桃
永
神
蓬
鹰
島
内
部
群
)
、 

か
け
て
(青

)
、
を

(祐
中
)

九
ま
つ
れ
る
…
ま
つ
る
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

|  Q

勝
…
ナ
シ
(青
)

六

番

〈東
〉

|

浦
の
…
ぅ
ら
に
(桃

)

1
1

み
え
…
み
て
(群
)

三
勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

四
ナ
シ
…
続
後
撰
(慶
久
部
群
)

五
お
も
ふ
を
…
お
も
ふ
(彰
高
御
書
桃
神
蓬
内
青
祐
中
)
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く

も

り

な

き

あ

か

し

の

浦

も

猶

秋

の

な

か

は

の

六
 

七

月

こ

と

な

る

よ

し

こ

と

に

よ

ろ

し

く

聞

え

侍

る

 

を

三

輪

の

山

い

か

に

す

む

ら

ん

と

い

へ

る

あ

ら

ぬ

 

さ

ま

に

難

に

ゆ

へ

あ

り

て

聞

ゆ

る

よ

し

各

 

申

左

の

哥

な

ら

ひ

に

も

と

い

へ

る

詞

い

力

、
な
と

10  

II 

三
 

1111

申

人

々

侍

て

右

勝

と

さ

た

め

ら

る

』

七
番

左
 

有

長

朝

臣

 

13お

と

こ

山

秋

の

半

の

法

の

庭

月

は

木

間

の

光

の

み

か

は

 

右

f
 

下
野

14く

も

り

な

き

月

を

み

か

さ

の

山

の

は

に

秋

の

半

の

影

そ

さ

し

そ

ふ

放

生

会

今

夜

儀

厳

重

に

聞

ぇ

侍

し

か

と

-0  

二

く

も

り

な

き

月

を

み

か

さ

の

山

秋

の

半

の

影

さ

し

三
 

=11

そ

へ

た

る

心

も

そ

の

ゆ

へ

侍

る

へ

し

哥

の

さ

ま

も

六
よ
し
…

へ
し
(高
)

七
聞
え
侍
る
…
聞
侍
る
(久

)

八
左
の
歌
…
左

(東

)
〔判
詞
此
処
ヨ
リ
〕

九
詞
…
こ
と
葉
(
城
高
)
、
こ
と
は
(彰
桃
永
鹰
島
内
)
、
事
は
 

(青

)
、
詞
は
(祐
中
)

|  〇

人
々
…
人
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

11侍
て
…
侍

(彰
)

三
勝
と
…
勝
に
(桃
群
)
、
「
と
」
以
下
ナ
シ
(東

)

1111ら

る

…

ら

れ

(
部

)

七

番

|

有
長
…
有
家
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
群
祐
中
)

ニ
木
間
…
こ
よ
ひ
(御
書
群
)
、
こ
の
よ
(
高
桃
永
神
蓬
鹰
島
 

内
青
部
祐
中
)

=
1

勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

四
月
を
…
月
は
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
)
、
月
は
(中
) 

五
放
生
会
…
放
会
(城
)

六
今
夜
…
夜

(青
)
、
今
宵
(祐
)

七
儀
…
義

(祐
中
部
)

八
聞
え
…
聞
は
(神
)

九
侍
し
か
と
…
侍
を
(桃
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

10

山
…
ナ
シ
(桃
神
鹰
島
内
青
部
祐
中
)

I 

I影
さ
し
そ
へ
た
る
…
か
け
さ
し
そ
ふ
た
る
(高

)
、
影
を
さ
 

し
そ
へ
け
る
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)
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よ
ろ
し
き
よ
し
各
申
て
為
勝

八
番
」左

勝
 

親
季
朝
臣
 

15み
か
さ
山
千
代
の
光
を
さ
し
そ
へ
て
雲
井
を
て
ら
す
秋
の
よ
の
月
 

右
 

兼
康

16い
く
秋
の
空
行
月
を
や
と
す
ら
ん
し
ほ
く
む
あ
ま
の
袖
の
ぅ
ら
な
み
 

し
ほ
く
む
あ
ま
の
袖
の
浦
浪
こ
と
に
よ
ろ
し
く
 

聞
え
侍
れ
と
み
か
さ
山
の
千
代
の
光
雲
井
を
 

て
ら
す
月
不
及
是
非
為
勝

九
番

左
 

隆
祐

17お

花

さ

く

ま

の

、
入
江
の
た
よ
り
に
も
て
る
月
な
み
に
今
夜
を
そ
し
る
』 

右
勝
 

光
俊
朝
臣
 

18雲
を
く
る
む
こ
山
お
ろ
し
吹
に
け
り
ゐ
な
の
湊
に
は
る
"
月
か
け

三

、
七

も

…

こ

、

ろ

(高

)

1三
ゆ
へ
…
ゆ
え
(青

) 

|四
各
宇
：
申

(彰

)

八
番

|

勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

九

番

〈東
〉

|

勝
…
ナ
シ
(
城
彰
桃
青
)

ニ
を
く
る
…
わ
た
る
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
祐
中
) 

三
湊
に
…
み
な
と
も
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
祐
中
) 

四
尋
常
之
…
ょ
の
つ
ね
の
(桃
)

五
句
欺
…
歟
(高
)
、
勿
歟
(御
書
)
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お
花
さ
く
非
尋
常
之
句
歟
之
由
申
以
右
 

為
勝

十
番

左

|#-ぎ

宗

19さ

く

ら

と

も
雪
と
も

今

は

み

よ

し

の

、
山
の
秋
か
せ
は
ら
ふ
夜
の
月
 

右
 

源
家
清
 

20龍
田
山
月
の
か
つ
ら
の
下
露
に
秋
の
半
そ
色
に
出
ゆ
く
 

は

ら
ふ
夜
の
月
さ
、
へ
て
聞
ゆ
月
の
桂
の
下
」

露
秋
の
半
の
色
い
ぅ
に
聞
え
侍
る
を
似
た
る
 

哥
あ
り
と
申
人
侍
て
被
処
持
見
 

及
は
す
お

も

ひ
わ
す
れ
侍
る
こ

と

は
あ
ひ
た
 

か
ひ
の
事
に
侍
る
へ
し
 

十
一
番左

持
 

三
位
侍
従
母

以
右
為
勝
…
以
為
勝
(書
島
)
、
ナ
シ
(東

)

+
番

〈東

•
左
〉

I

持
…
ナ
シ
(
城
桃
青
)

ニ
知
宗
…
知
家
(桃
内
青
群
)
、
知
家
朝
臣
(祐
中
)

三
下
露
に
…
し
ら
つ
ゆ
も
(城
)

四
さ
ゝ
へ
て
…
さ
え
て
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
) 

五
あ

り

と

…
あ

こ

と

(
青

)

六
及
は
す
…
を
よ
け
す
(城
彰
高
)
、
を
と
け
す
(久

)

七
お
も
ひ
わ
す
れ
…
と
ひ
わ
す
れ
(彰
高
)

*

「
侍
」
は
「
た
」
を
見
消
ち
し
て
改
め
る
 

八
侍
る
こ
と
…
ぬ
る
事
(明
を
除
く
他
本
)

十

|

番

|

持
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

ニ
万
代
と
…
ょ
ろ
つ
代
も
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)
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21万

代

と

み

も

す

そ

川

の

し

き

な

み

も

す

め

る

雲

井

の

秋

の

月

か

け

 

右
 

右

衛

門

督

 

22い

す

ゝ

河

神

代

の

鏡

か

け

と

め

て

猶

曇

な

き

秋

の

ょ

の

月

 

み

も

す

そ

：

す

め

る

雲

井

い

す

ゝ

w

神

世

』

の

か

ゝ

み

尤

為

持

 

十

二

番左
す
 

女
房

23か

す

み

ゆ

る

か

り

の

は

た

れ

の

霜

の

上

に

月

さ

え

わ

た

る

あ

ま

の

は

し

た

て

 

右
 

民

部

卿

典

侍

 

24"清

見

か

た

月

の

空

に

は

せ

き

も

ゐ

す

い

た

す

ら

に

た

つ

秋

の

し

ら

な

み

 

か

す

み

ゆ

る

か

り

の

は

た

れ

月

さ

え

わ

た

る

あ

ま

 

の

は

し

た

て

風

情

景

気

殊

勝

無

双

き

よ

 

み

か

た

の

月

詞

す

か

た

す

て

か

た

し

な

と

申

人

々

 

侍

し

に

や

持

之

由

被

仰

」

1
1
1

し

き

な

み

も

…

し

き

な

み

に

(
部

群

)

四
月
か
け
…
ょ
の
月
(御
書
)

五
右
衛
門
督
…
右
衛
門
督
為
家
{城
彰
高
御
書
永
神
蓬
鹰
島
 

内
青
部
祐
中
)

六
ナ
シ
…
続
後
撰
(部
群
)

七
猶
曇
な
き
…
今
も
く
も
ら
ぬ
(桃
)
、
な
を
く
も
り
な
き
 

(内
部
)
八
い
す
、
川
…
五
十
川
(桃
)

九
為
…
可
為
 

(永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

10持
…
勝
(高
桃
)

十
二
番

I

持
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

ニ
は
た
れ
の
…
は
た
れ
て
(桃
神
蓬
内
祐
中
)

三
あ
ま
の
…
秋
の
(島
)

四
ナ
シ
…
続
拾
遺
(慶
久
)、
続
拾
(部
群
)

五
空
…
雲
(内
青
)

六
た
つ
…
ぅ
つ
(御
書
)

七
詞
す
か
た
…
す
か
た
こ
と
は
(祐
中
)

八

か

た

し

…

か

た

き

(
祐

中

)

九
®

■
…

ナ

シ

(
桃

)
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十
三
番左

勝
 

権
中
納
言
 

25よ
を
て
ら
す
三
笠
の
山
の
秋
の
月
た
か
き
昔
の
跡
も
を
よ
は
し
 

右
 

高
會

26水
の
面
に
て
る
月
な
み
の
い
く
か
へ
り
今
夜
に
あ
ひ
ぬ
宇
治
の
は
し
姫
 

左
哥
ひ
と
つ
に
勝
負
の
事
を
思
て
よ
め
る
 

に
よ
り
て
て
る
月
な
み
に
な
れ
て
と
し
ふ
る
 

宇
治
橋
姫
心
く
る
し
く
聞
え
侍
き
た
ゝ
し

九
 

|〇

 

-I

今
よ
り
の
ち
こ

よ

ひ
の
勝
負
に
つ
み
な
ら
ひ
て
 

詠
社
名
仮
神
威
事
殊
可
停
止
之
由
』

お
ほ
せ
ら
る
 

十
四
番左

勝
 

前
宮
内
卿
 

27み
や
き
野
の
ま
萩
か
う
へ
の
し
ら
露
を
玉
に
し
き
て
も
や
と
る
月
哉

士

ニ

番

〈東
〉

|

勝

…
ナ

シ

(城
桃
)

ニ
権
中
納
言
…
権
中
納
言
定
家
(城
高
彰
永
神
鹰
島
内
青
部
 

祐
中
)、
定
家
(蓬
)

1
1
1

月

な

み

…

月

か

け

(青
)

四
今
夜
に
…
こ
よ
ひ
も
(城
)、
こ
よ
ひ
は
(部
)

五
姫
…
立
(明
)

一ハ

左

…

左(
鹰

)

七
ひ

と

つ

に

…

ひ

と

へ

に

(
他

本

)

八
宇
治
…
ナ
シ
(東
) 

一 

九のち…も(桃神蓬

鹰
島内青祐中)

183 

10 勝
負
…
勝
負
(神
) 

一 

1
1に

つ
み
…
よ
み
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

三
社
名
…
社
各
(高
鹰
)、
祐
名
(祐
)、
祐
名
(中
)

1111 仮
…
縦
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
)

+
四

番

I

勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

ニ
前
宮
内
卿
…
前
宮
内
卿
家
隆
(城
彰
高
永
神
鹰
島
内
青
祐
 

中
部
)、
家
隆
(蓬
)

III月
哉
…
月
影
(高
)



右
 

実
持
朝
臣
 

28し
た
く
ゝ
る
浪
も

あ
ら
は
に
大
井
河
ゐ
せ
き

も

か
く
る
月
の
し
か
ら
み
 

月
の
し
か
ら
み
め
つ
ら
し
く
お
か
し
き
よ
し
侍
し
 

か
と
宮
城
野
の
月
心
す
か
た
勝
へ
き
よ
し

K
k

十
五
番
」

左
 

行
能
朝
臣
 

29み
か
の
は
ら
山
よ
り
月
の
泉
河
わ
た
り
を
と
を
み
し
く
水
か
な
 

右
勝
 

資
季
朝
臣
 

30秋
の
月
や
と
る
光
し
清
け
れ
は
お
ほ
ろ
の
清
水
名
を
も
た
の
ま
し

111  

四

わ

た

り

を

と

を

み

き

ら

^

^

し

く
聞
え
侍
よ
し

申
 

い
た
し
侍
き
月
の
い
つ
み
河
さ

し

事

に

聞

ゆ

る

 

よ
し
申
人
有
て
右
哥
忍
ひ
や
か
に
い
う
な
り
 

と

て

為
勝

四

く

、

る

…

く

る

、

(彰

)

五

あ

ら

は

に
…
あ

ら

は

と

(
桃
 

永
神
蓬
鹰
島
内
青
祐
中
)

一
ハ
せ
き
も
…
せ
き

^,(青

)

七

か

く

る

—

る

(
御

書

)

八

し

か

ら

み

…

し

ら

な

み

 

(
神

彰

蓬

)

九

し

か

ら

み

…

し

ら

な

み

(
蓬

)

1
0
め

つ

ら

し

く

…

ナ
シ
(
青

)

ニ

し

か

と

…

し

か

と

も

(
桃
 

永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

111 被
…
ら
る
(
三

山
御
書
)、 

ら

る

、
(祐
中
)

1111 定
…
仰
(桃

)

+
五

番

〈東
〉

|

勝
—

K

シ
(彰
城
桃
青
)

ニ
名
を
も
…
な
を
も
(桃
永
蓬
鹰
島
内
青
)
、
猶
も
(神
祐
)
、 

猶
も
(中
)
、
■
を
も
(東
)

三

き

ら

…

キ

レ

(
東

)

四

聞

え

侍

よ

し

…

聞

侍

る

よ

し

(
久

)
、

き

こ

ゆ

る

よ

し

(
城

)
、
 

き

こ

え

侍

り

(
桃

)

五
侍
き
…
侍
る
に
(久
城
彰
高
)
、
侍
て
(鹰

)

六
さ
し
事
…
さ
し
も

御̂
桃
神
蓬
鹰
島
内
青
群
祐
中
}
、
さ

、 

か
(書

)

七
や
か
に
…
や
に
(中
)
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十
六
番左

勝
 

信
実
朝
臣
』

31~を
し

ほ
山
お
の
へ
の
松
の
秋
風
に
神
代
も
ふ
り
て
す
め
る
月
影
 

右
 

家
長
朝
臣
 

32た
つ
名
に
は
お
ふ
の
浦
な
し

月
さ
え
て
秋
の
半
に
な
り
も
な
ら
す
も
 

依
今
年
之
潤
月
秋
半
依
遣
之
由
思
へ
る
 

所
侍
れ
と
を

し

ほ
の
山
の
月
哥
の
さ
ま
も
 

よ

ろ

し

き

に

よ

り

て

為

勝

 

十
七
番左

# -頼

氏

朝

臣

 

33久
か
た
の
月
の
桂
の
秋
か
せ
に
雲
も
か
ゝ
ら
ぬ
あ
ま
の
か
く
山
 

右
 

中
宮
少
将
」

34を
ち
こ
ち
の
空
も
ひ
と
つ
に
月
さ
え
て
野
島
か
崎
に
秋
か
せ
そ
ふ
く
 

月
の
桂
の
秋
風
に
雲
も
か
ゝ
ら
ぬ
景
気
哥

+
六
番

一
勝
…
ナ
シ
(
城
桃
青
)
、
持

(御
書
)

1
|

ナ
シ
…
続
古
(部
群
)

三
神
代
も
…
神
代
に
(彰

)

四
お
ふ
…
あ
ふ
(彰

)

五
依
遣
…
仍
遣
(山
)
、
違

(書
祐
中
)
、
依

違

(
城
彰
高
三
御
 

桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
)
、
相
違
(部
群
)

六
思
へ
る
…
お
か
へ
る
(書

)

七
所
…
こ
ゝ
ろ
(城
)

八
侍

れ

と

…

侍

る

と

(
祐

中

)

九

を

し

ほ

…

を

し

(書

)

十
七
番

I

勝
…
ナ
シ
(
城
桃
青
)

ニ
を
ち
こ
ち
…
遠
〔
江
〕
(蓬
)

三
空
…
雲

(祐
中
)

四
崎
に
…
さ
き
は
(他
本
)

五
風
に
…
か
せ
(城
)

六
哥
…
ナ
シ
(青
)

七
す
か
た
…
す
か
た
も
(高

)
、
姿
詞
(御
書
)

八
か
な
ひ
て
…
叶
(
城
)

九
各
…
名

(御
書
)

1
0
不
及
右
哥
…
古
哥
(彰
高
)
、

。
及
右
哥
(青

)
、
右
哥
不
及
 

(部
)
、
古
歌
不
及
(群

)
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の
す
力
た
あ
ひ
力
な
ひ
て
秀
逸
と
聞
ゆ
る
よ
し
 

各
称
美
申
不
及
右
哥
之
優
劣
左
為
勝
 

十
八
番左

 

f

長
朝
臣
 

35さ
ほ
か
は
に
月
の
水
を
し
き
し
ま
の
み
ち
あ
る
み
よ
は
神
や
ま
ち
け
ん
 

右
f
 

下
野

36~は
つ
せ
山
弓
槻
か
し
た
も
あ
ら
は
れ
て
今
夜
の
月
の
名
こ
そ
か
く
れ
ね
 

左
無
其
難
有
道
之
世
尤
可
然
右
弓
槻
』

か
下
も
あ

ら

は
れ
て
月
の
名
か
く
れ
ぬ
心

5こ

と

に

よ

ろ

し

き

よ

し

各

申

為

勝

十
九
番左

持
 

親
季
朝
臣
 

37橘
の
こ
し
ま
の
く
ま
の
川
か
せ
に
む
か
し
も
き
か
す
、
め
る
月
か
け
 

右
 

兼
康

1
1 劣
…
芬

(書
)

三
左
為
…
為
左
(久
城
彰
高
桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

十

八

番

|

有
長
…
有
家
(桃
内
青
部
群
祐
中
)

ニ
よ
は
神
や
ま
ち
け
ん
…
よ
そ
神
や
ま
ち
け
む
(久
城
高
)
、 

よ
そ
神
や
ま
つ
ら
ん
(彰
)
、
代
を
神
や
ま
ち
け
ん
(御
書
)、 

代
を
神
や
ま
つ
ら
む
(永
神
蓬
鹰
島
群
祐
中
)
、
代
を
神
や
 

ま
つ
ら
ん
(内

)
、
代
を
神
や
ま
も
ら
ん
(青
)
、
代
を
神
や
 

待
ら
ん
(部
)

三
勝
丨
ナ
シ
(城
桃
青
)

四
ナ
シ
…
続
後
(慶
久
)
、
続
後
撰
(部
)

五
山
…
川
(高

)

六
あ
ら
は
れ
…
し
た
は
れ
(群
)

七
れ
ね
…
れ
ぬ
(桃
内
)

八
之
世
…
之
御
代
(御
書
)
、
御
代
(桃
群
)
、
之
由
(祐
)

九
尤
可
…
可
(彰
高
)

1
0
こ
と
に
…
と
も
(
城
)

+

九

番

I

持
…
ナ
シ
(久
城
桃
神
青
)

ニ
の
く
ま
—

さ
き
(久
城
彰
)
、
か
崎
(高
)

IIIゆ
き
…
雪
(中
)
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38秋
萩
の
花
野
の
露
の
ゆ
き
す
り
に
ぬ
れ
て
ぅ
つ
ろ
ふ
袖
の
月
か
け
 

た
ち
は
な
の
こ
し
ま
に
す
め
る
月
秋
は
き
の
 

花
野
に
ぅ
つ
ろ
ふ
露
い
つ
れ
と
な
く
お
か
 

し
く
聞
ゆ
為
持
」

廿
番

左
 

隆
祐

39あ
か
し
か
た
名
に
お
ふ
浦
に
す
む
月
も
猶
の
こ
り
け
る
影
を
み
る
哉
 

右
炉
 

光
俊
朝
臣
 

40さ
ら
し
な
や
を
は
捨
山
の
月
も
な
を
八
「
夜
そ
秋
の
影
は
そ
ふ
ら
ん
 

明
石
更
級
之
月
誉
雖
同
右
哥
依
 

下
句
宜
為
勝
 

廿
一
番左

 

知
宗

I-  

in  

四

41よ

し

お

ら

て
露
な
か
ら
み
ん
も

と

あ
ら
の
萩
の
う
へ
な
る
み
や
き
の
、
月
』

四
す
り
に
…
す
り
て
(鹰
島
内
)
、
す
〔
か
て
〕
(青
) 

五
野
に
…
野
は
(桃
鹰
島
内
青
)
、
野
の
(祐
中
)

六
為
持
…
ナ
シ
(彰
高
)
、
為
勝
(桃
蓬
)
、
仍
為
持
(青

)

ニ
+
番

*

「
に
」
は

「
の
」
を
見
消
ち
し
て
改
め
る

|

み

る

…

み

つ

(
高

)

ニ
勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

三
誉
…
挙
(永
神
蓬
鹰
島
)

四
依
…
ナ
シ
(桃
)

1
+

 

I

番

〈東
〉

知
宗
…
知
家
(桃
内
青
群
)
、
知
家
朝
臣
(祐
中
)

|

よ

し

お

ら

て

…

よ

、

を

へ

て

(
彰

)

|

あ

ら

の

…

あ

ら

は

(
桃

)

四

み

や

き

の

…

み

や

ま

き

(
鹰

)
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右
勝
 

源
家
清

42か
こ
つ
へ
き
山
こ
そ
な
け
れ
ゆ
ら
の
戸
を
夜
わ
た
る
月
の
ゆ
く
末
の
空
 

左
初
五
字
非
尋
常
之
上
右
ゆ
ら
の
 

と
を
夜
わ
た
る
月
す
か
た
こ
と
は
尤
宜
仍
為
勝
 

廿
二
番左

 

三
位
侍
従
母
 

43花
の
え
に
露
の
や
と
か
る
み
や
き
野
の
月
に
そ
秋
の
色
は
み
え
け
る
 

右
勝
 

右
衛
門
督
 

44か

、
り
け
る
秋
の
こ
よ
ひ
の
月
よ
り
や
浦
を
明
石
の
名
に
さ
た
め
け
ん
 

宮
城
野
の
月
こ
と
に
よ
ろ
し
く
聞
え
侍
れ
と
」

右
浦
を
あ
か
し
の
名
に
さ
た
め
け
ん
勝
へ
き
 

ょ
し
被
史
 

S -一
番

左

p=女
房

五
勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
東
)

六
な
け
れ
…
み
え
ね
(明
鹰
を
除
く
他
本
)、
見
え
ぬ
(鹰
)

七
五
字
…
五
文
字
(桃
神
蓬
青
部
群
)

八
之
上
〜
為
勝
…
之
詞
(東
)

九
尤
…
ナ
シ
(桃
)

10宜
仍
為
勝
—

K
、 ン

(内
)

二
士
 I番

I

花
の
え
に
…
花
の
ゝ
に
(久
城
彰
高
)

ニ
や
と
か
る
…
や
と
り
か
(三
山
御
書
)

三
月
に
そ
…
月
こ
そ
(彰
高
)

四
け
る
…
け
れ
(彰
高
)、
け
り
(城
三
山
)

五
勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

六
右
衛
門
督
…
右
衛
督
為
家
(彰
)、
右
衛
門
督
為
家
(
城
高
 

永
神
鹰
島
内
青
部
祐
中
)
、
為
家
(蓬
)

七
秋
の
…
秋
は
(青
)

八
月
ょ
り
…
つ
ゆ
ょ
り
(彰
)

九
名
に
…
ナ
シ
(桃
)

10定
…
仰
(桃
)

ニ
+
三
番
〈東

.
左
(判
詞
ナ
シ

)>

|
廿

三

番

.
：
世

二

貧

久

)
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45す
ま
の
浦
や
あ
ま
と
ふ
雲
の
跡
は
れ
て
浪
よ
り
出
る
秋
の
よ
の
月
 

右
 

民
部
卿
典
侍
 

46~い
く
か
へ
り
あ
ま
の
あ
ま
人
わ
か
た
め
の
秋
と
は
な
し
に
月
を
み
る
ら
ん
 

右

こ

と

な

る

難
は
き

こ

え

侍
ら
ね
と
つ
ね
の
 

事
に
や
あ
ま
と
ふ
雲
の
跡
た
ち
な
ら
ふ
へ
き
 

も
の
侍
ら
ぬ
よ
し
申
て
為
勝
』 

f

四
番左

 

権
中
納
言
 

47月
影
は
秋
の
夜
な
か
く
す
み
の
え
の
い
く
千
と
せ
に
か
あ
ひ
を
ひ
の
松

五

右
勝
 

高
食

48里
は
あ
れ
て
伏
見
の
秋
を
き
て
と
へ
は
月
こ
そ
や
と
れ
浅
茅
生
の
露
 

住
江
月
又
雖
募
神
社
之
威
ふ
し
み
の
 

秋
こ
と
に
入
幽
玄
之
境
仍
為
勝
 

廿
五
番

ニ
勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

三
ナ
シ
…
続
後
(慶
久
)
、
続
後
撰
(部
群
)

四
あ
ま
の
…
す
ま
の
(他
本
)

五
あ
ま
人
…
ぅ
ら
人
(高
)

六
き
こ
え
侍
ら
ね
…
侍
ら
ね
(久
城
彰
高
)

七
事
…
月
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
群
祐
中
)

八
跡
…
ナ
シ
(桃
)

九
為
…
右
(高
)

二

十

四

番

I

廿
四
番
…
卅
四
番
(久
)

ニ
権
中
納
言
…
権
中
納
言
定
家
(城
彰
高
永
神
鹰
島
内
青
部
 

祐
中
)
、
定
家
(蓬
)

I
I
Iな

か
く
…
な
か
ら
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
祐
中
)

四
千
と
せ
…
ち
せ
(城
)

五
勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

六
秋
…
里
(蓬
)

七
や
と
れ
…
や
と
の
(桃
祐
中
)

八
露
…
宿
(部
)

九
こ
と
に
…
ナ
シ
(高
)
、
月
(桃
)
、
村
(神
蓬
鹰
島
内
青
)
、 

月
殊
(部
)
、
殊
月
(祐
中
)

二
十
五
番
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左
 

前
宮
内
卿
 

49龍
田
河
も
み
ち
は
ま
た
き
浪
の
ぅ
へ
に
水
の
秋
し
る
月
そ
さ
や
け
き
」

右
勝
 

実
持
朝
臣
 

50月
_す
ま
は
あ
た
に
過
ゆ
く
人
も
あ
ら
し
今
夜
は
た
ゆ
め
す
ま
の
関
も
り
 

も
み
ち
は
ま
た
き
水
の
秋
し
る
そ
の
こ
と
葉
 

雖
抜
群
こ
よ
ひ
は
た
ゆ
め
す
ま
の
関
守
 

猶
可
勝
之
由
被
仰
 

廿
六
番左

勝
 

行
能
朝
臣
 

51_か
す
か
や
ま
峯
の
榊
葉
と
き
は
な
る
み
よ
の
光
も
月
に
み
え
つ
ゝ
 

右
 

資
季
朝
臣

52あ
か
し
か
た
か
た
ふ
く
月
に
ま
か
せ
て
や
浪
ま

の

影
の
う
ら
つ
た
ふ
ら
ん
』 

峯
の
さ
か
き
葉
み
よ
の
光
尤
足
称
美
 

か
た
ふ
く
月
浪
ま

の

影
本
目
非
各
別

I

前
宮
内
卿
…
前
宮
内
卿
家
隆
(城
彰
高
永
神
鹰
島
内
青
部
 

祐
中
)、
家
隆
(蓬
)

ニ
勝
…
ナ
シ
(桃
青
)

1
1
1

す

ま

は

…

と

ま

は

(
御

書

)

四
こ
と
葉
…
詞
姿
(神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

五
雖
…
難
(書
)

六
抜
群
…
抜
秋
(久
城
高
)
、
抜
群
秋
〔「群
」 

補
入
〕
(彰
)
、
抜
(永
鹰
島
)

*

「
は

」

は

「
そ

」

を

見

消

ち

し

て

改

め

る

 

七
猶
…
な
む
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
祐
中
)

八
勝
…
然
(神
蓬
祐
中
)

二
十
六
番

I

勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

ニ
ナ
シ
…
続
拾
(群
)

三
つ
、
…
つ
る
(神
蓬
)

四
影
の
…
風
の
(山
)
、
影
を
(永
神
蓬
鹰
島
内
青
祐
中
)
、
影
 

も
(部
群
)

I
f
j足

…
宜
(城
彰
高
)

六
本
目
…
本
自
{影
高
}
、
本
ょ
り
{御
書
桃
永
神
蓬
鹰
島
内
 

部
群
祐
中
)
、
ょ
り
(青
)

七
非
…
非
歟
(内
青
)

八
別
事
…
事
(久
城
彰
高
)
、
別
事
歟
(桃
群
祐
中
)
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事
以
左
為
勝
 

廿
七
番左

 

信
実
朝
臣

I  

11  

三

53い

と

、
ま
た
露
を
か
さ
ね
て
し
ら
す
け
の
ま
の
ゝ
か
や
は
ら
月
そ
や
と
れ
る
 

右
勝
 

家
長
朝
臣
 

54君

か

代

は

め

て

、
も
め
て
ん
秋
の
月
つ
も
れ
と
誰
も
わ
か
の
ぅ
ら
人
 

左
さ
せ
る
あ
や
ま
り
侍
ら
ね
と
し
ら
す
け
に
く
し

九 

-0

と
申
人
き
こ
え
侍
き
つ
も
れ
と
た
れ
も
わ
か
の
」

浦
人
す
か
た
詞
め
つ
ら
し
く
い
ひ
し
り
て

=
 

三

聞
ゆ
る
ょ
し
各
申
為
勝
 

廿
八
番左

 

頼
氏
朝
臣
 

55し
ら
雲
の
と
は
た
の
浦
の
山
風
に
空
は
れ
ま
さ
る
秋
の
ょ
の
月
 

右
勝
 

中
宮
少
将

I十

七

番

〈東
〉

い
と
、
ま
た
…
い
と
ま
た
き
(桃
永
神

蓬
鹰
島
内
青
祐
中
)
、
い
と
、
ま
た
(部
)

ニ
露
…

つ
き
 

(桃
)

三
か
や
は
ら
…
は
ら
(祐
)
、
は
ら
(中
)

四
勝
…
 

ナ
シ
(城
桃
青
)

五
左
…
ナ
シ
(桃
永
神
蓬
鹰
島
内
青
)

六
あ
や
ま
り
…
あ
や
ま
ち
(桃
永
神
蓬
島
内
青
祐
中
)

七
侍
ら
ね
と
…
侍
ラ
ネ
ハ
(東
)

八
に
く
し
と
申
人
…
き

、
に
く
し
と
申
人
(彰
高
)
、
に
く
、 

と
申
人
(書
)
、
申
人
(桃
永
蓬
鹰
島
内
)
、
申
人
(神
)
、
申
 

人
(青
)
、
い
か
に
や
と
申
人
(
部
)
、

い
か
に
や
と
申
人
 

(群
)
、
い
か
に
や
と
申
人
(祐
中
)

九
き
こ
え
侍
き
…
き
こ
ゆ
れ
と
(桃
祐
中
)
、
聞
え
(
、水
神
蓬
 

鹰
島
内
青
)

|〇

つ
も
れ
…
つ
れ
(神
)

I 

I聞
ゆ
る
ょ
し
…
侍
ヨ
シ
(東
)

三
為
勝
—

K

シ
(東
)

ニ
+
八

番

〈東
〉

I

浦
…
山
(部
群
祐
中
)

ニ
空
…
く
も
(城
)

=
1

ま
さ
る
…
わ
た
る
(久
城
彰
高
)

四
勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

五
か
く
る
…
か

、
る
(桃
神
蓬
鹰
島
内
青
祐
中
群
)
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56な
み
か
く
る
な
に
は
の
里
の
あ
し
ま
く
ら
月
み
ん
と
て
や
む
す
ひ
そ
め
け
ん
 

左

上

句

き

、
な
れ
ぬ
事
に
侍
れ
は
あ
し
ま
く
ら
 

勝
へ
き
よ
し
定
申
 

廿
九
香
』

左
 

有
長
朝
臣
 

57も
み
ち
す
る
月
の
桂
の
川
な
み
に
ひ
か
り
は
花
と
散
ま
か
ひ
つ
ゝ
 

右
㈣勝
 

下
野

58も
し
ほ
焼
心
あ
る
あ
ま
の
夕
け
ふ
り
月
に
は
た
て
す
松
か
ぅ
ら
し
ま
 

左
下
句
便
な
く
侍
け
り
右
夕
け
ふ
り

九
 

5

た
て
ぬ
、也
よ
ろ
し
き
よ
し
申
て
勝

卅
番

左
 

k

季
朝
臣
 

59な
に
は
え
や
し
ほ
み
ち
く
ら
し
久
か
た
の
月
吹
よ
す
る
お
き
つ
秋
か
せ
 

右
f
 

f

」

六
里
…
〔
よ
〕
と
(彰
)
、
ま
と
(高
)

七
み
ん
…
見
る
(
永
神
 

蓬
鹰
島
内
青
部
群
)
、
み
(祐
)
、
み
(中
)

八
上
句
…
上
(中
)

九
事
に
…
こ
と
葉
(雲

)

I
Qあ

し
ま
く
ら
…
盧
ま
て
(祐
)
、
盧
ま
て
(中
)

1
1定

申
…
各
申
(東
)

ニ
+
九

番

〈東
〉

|

有
長
…
有
家
(彰
城
桃
内
青
群
祐
中
)

ニ
ひ
か
り
は
…
光
の
(東
)

三
つ
、
…
ゆ
く
(東
)

四
勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

五
も
し
ほ
焼
〜
兼
康
…

〔
一

頁
分
重
複
し
て
写
す
〕
(桃
)

六
心
…
□

、
ろ
(彰
)

七
便
…
た
ま
り
(高
)

八
侍
け
り
…
侍
け
る
(鹰
島
)
、
侍
り
(部
群
祐
中
東
)

九
よ
ろ
し
き
…
し
き
(中
)

10勝
…
為
勝
(御
書
祐
中
)
、
ナ
シ
(東
)

三
+
番

I

親
季
朝
臣
…
親
季
(神
蓬
鹰
島
内
青
)

二
よ
す
る
…
お
く
る
(青
)
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60い
く
め
く
り
秋
の
今
夜
を
契
る
ら
ん
み
か
さ
の
山
に
す
め
る
月
か
け
 

右
哥
尤
宜
為
勝
 

卅
一
番左

t
 

隆
祐

61な
か
き
夜
の
か
き
り
も
み
え
す
む
さ
し
野
や
山
な
き
空
に
す
め
る
月
か
け
 

右
 

光
俊
朝
臣
 

62"す
み
わ
た
る
ひ
か
り
も
き
よ
し
白
妙
の
は
ま
な
の
橋
の
秋
の
よ
の
月
 

白
妙
の
は
ま
な
の
は
し
景
気
こ
と
に
聞
え
 

侍
る
に
や
む
さ
し
野
の
山
な
き
心
は
近
年
 

お
ほ
く
聞
え
侍
れ
と
こ

と

な

る

難
は
侍
ら
ね
』

は
為
痒
 

卅
二
番左

 

ぎ
宗

63あ
ま
の
戸
の
ひ
と
つ
に
み
ゆ
る
浪
の
ぅ
へ
に
月
ま
つ
し
ま
の
秋
の
舟
人

||| 勝

…

ナ

シ

(
城

：̂
!
)

四
山
に
す
め
る
…
山
に
す
め
る
(御
書
)
、
山
を
い
つ
る
(
桃
 

永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
祐
中
)

三

士

番

I

持
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

1
|

み
え
す
…
み
え
て
(城
)

三
空
…
く
も
(彰
)

四
ナ
シ
…
新
勅
(慶
久
部
群
)

五
こ
と
に
…
ナ
シ
(桃
神
蓬
鹰
島
内
青
祐
中
)

六
心
は
…
心
(彰
高
)
、
こ

ろ

は

(桃
)

七
お
ほ
く
…
お
ほ
く
歟
(桃
)
、
お
ほ
く
そ
(祐
中
)

八
持
…
勝
(久
城
御
書
桃
鹰
島
)

三
士
 

I番

〈東
〉

I

知
宗
…
知
家
朝
臣
(桃
群
祐
中
)
、
知
家
(青
) 

ニ
ひ
と
つ
に
…
ひ
と
つ
(御
書
)
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右
勝
 

源

家

清

64た

え

す

ゆ

く

秋

の

み

や

い

く

ち

よ

も

き

よ

き

な

か

れ

に

す

め

る

月

影

 

左
哥
詞
い
ぅ
に
侍
を
当
時
月
に
む
か
は
ぬ
 

に
や
秋
の
宮
川
尤
可
然
為
勝
 

卅
三
番左

勝
 

三
位
侍
従
母
」

65ふ
り
に
け
る
哀
も
月
に
す
み
の
え
の
松
に
夜
ふ
か
き
秋
の
し
ほ
^
;
せ
 

右
 

右
衛
門
督
 

66い

せ

し

まや
と

を

き
ひ
か
た
の
塩
風
に
ひ
か
り
み
ち
た
る
秋
の
よ
の
月
 

と

を

き
ひ
か
た
に
月
の
ひ
か
り
み
ち
た
る
よ
し
 

心
は
侍
れ
と
住
江
の
松
に
夜
ふ
か
き

10  

ニ

月

景

気

こ

と

に

お

も

ひ

や

ら

る

、

よ

し

 

申
て
為
勝
』

(
半
葉
ア
キ
)
」

三
勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
)

四
い
ぅ
に
…
い
ぅ
に
は
(明
慶
久
彰
高
三
山
御
書
東
)
、
い
か
 

に
は
(城
)

五
為
勝
—

K

シ
(東
)

三

士

ニ

番

一
勝
…
ナ
シ
(城
桃
青
祐
)

ニ
か
せ
…
か
は
(久
)

=
1

右
…
ナ
シ
(島
)

四
右
衛
門
督
…
右
衛
門
督
為
家
(城
彰
高
永
神
鹰
島
内
青
部
 

祐
中
)
、
為
家
(蓬
)

五
塩
風
…
し
ほ
か
れ
(慶
三
山
御
書
永
神
蓬
鹰
島
内
青
部
群
 

祐
中
)

六
ひ
か
た
に
…
ひ
か
た
の
(桃
)

七
み
ち
た
る
…
た
る
(明
)

八

よ

し

…

〔
以

下

ナ

シ

〕
(
内

)

九
侍
れ
と
…
侍
れ
は
(高
)

1
0
こ

と

に

…

こ

と

は

(
城

)

ニ

や

ら

る

、
…

や

ら

る

(
神

蓬

島

)
、

や

る

(
青

祐

中

)
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勝
負

左
方

女
房
勝
ニ
ボ
 

前
宮
内
卿
勝
一
持
一
負
一
 

信
実
朝
臣
勝
一
負
一
一
 

有
長
朝
臣
負
三
 

1 :祐

持

ー

負

ニ

 

三

位

侍

従

母

勝

一

持

一

負

一

』

右
方

民
部
卿
典
侍
持
一
負
一
一
 

実
持
朝
臣
勝
一
持
一
負
一
 

家

長

朝

臣

勝

一

一

負

一 

下
野
勝
三

光

俊

朝

臣

勝

--持
一

権

中

納

言

定

家

勝

一

持

一

負

一

 

行
能
朝
臣
勝
一
負
一
一
 

頼
氏
朝
臣
勝
一
負
一
一
 

親
季
朝
臣
勝
一
持
一
負
一
 

知
宗
持
ー
負
一
一

高
會
勝
一
持

i

負
一
 

資
季
朝
臣
勝
一
一
負
一
 

中
宮
少
将
勝
一
一
負
一
 

兼
康
勝
一
持
一
負
一
 

源

家

清

勝

-持一

成
績
一
覧

I

「勝
負
」
以
下
ナ
シ
…
(久
城
彰
高
三
山
御
書
桃
永
神
蓬
鹰
 

島
内
青
東
)
、
〔別
種
ノ
一
覧
ア
リ
〕
(部
群
)
、
〔又
別
種
ノ
 

一
覧
ア
リ
〕
(祐
中
)
、
〔各

々

(部
)
(
祐
)
ノ
モ
ノ
ヲ
後
 

掲
シ
、
(群
)
(
中
)
の
校
異
ヲ
示
ス
〕

ニ
持
…
持

一

(明
慶
)

I一
一
定
家
…

ナ

シ

(
明

慶

)
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右

箭

門

督

勝

ー

持

-負
一
」 

《
部
の
成
績
一
覧
》

女
房
 

定
家
卿
 

家
隆
卿
 

行
能
朝
臣
 

信
実
朝
臣
 

頼
氏
朝
臣
 

有
家
朝
臣
 

親
季
朝
臣
 

隆
祐

知
家
朝
臣

勝
ニ
持
一
 

勝
一
持
一
負

一  

勝
一
持
一
負

一

勝勝勝

負
ニ
 

負
ニ
 

負
ニ
 

負
三
 

勝
一
持
一
負

一  

持
一
負
ニ
 

持
一
負
ニ

三
位
侍
従
母
勝
一
持
一
負

民
部
卿
典
侍
 

高
倉

実
持
朝
臣
 

資
季
朝
臣
 

家
長
朝
臣
 

中
宮
少
将
 

下
野
 

兼
康

光
俊
朝
臣
 

源
家
清
 

為
家
朝
臣

部

成

績

I

覧

I

ナ
シ
…
以
下
一
本
無
之
(群
)
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《
祐
の
成
績
一
覧
》

勝
負左

女
房
 

定
家
卿
 

家
隆
卿
 

行
能
卿
 

信
実
朝
臣
 

頼
氏
朝
臣
 

有
家
朝
臣
 

親
季
朝
臣
 

隆
祐

知
家
朝
臣

勝

ニ

持

一  

勝
一
持
一
負

一  

同
一
同
一
同
一
 

同
一
 

同
ニ
 

同
ニ
 

同
ニ
 

同
三
 

持
一
同
一
 

持
一
同
ニ
 

同
一
同
ニ

同
一

同
一

三
位
侍
従
母
 

勝
一
同
一
同
ニ

祐
成
績

I

覧

I

ナ

シ

…

同

一

(
中

)

ニ
ニ
…

一
(中
)
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右

民
部
卿
典
侍
 

持
一
負
ニ
 

高
倉
 

勝
一
同
一
同
一
 

実
持
朝
臣
 

同
一
同
一
同
一
 

資
季
朝
臣
 

同
ニ
 

同
一
 

家
長
朝
臣
 

同
ニ
 

同
一
 

中
宮
少
将
 

同
ニ
 

同
一
 

下
野
 

同
三
 

兼
康
 

同
一
持
一
同
一
 

光
俊
朝
臣
 

同
ニ
同
一
 

源
家
清
 

同
ニ
同
一
 

為
家
朝
臣
 

同
一
同
一
同
一
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